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海洋スポーツを満喫
　市教育委員会ではカヌーやヨットなど海洋
スポーツを通じ、自然とふれあい、仲間づく
りをしてもらおうと７月上旬から９月上旬ま
での期間、「海洋教室」を実施しています。
　スポーツクラブ 21なりあいでのカヌー体
験（７月 22日、福良湾じゃのひれ）
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青少年の非行防止に取り組む
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青
少
年
の
非
行
防
止
に
取
り
組
む

広報 

10
年
後
、
50
年
後
の
南
あ
わ
じ
市
を
見
据
え
て

2006.8.1発行

　

将
来
の
日
本
を
担
う
、
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
国
民
共
通
の
課
題
で
す
。

　

夏
休
み
が
始
ま
る
七
月
は
、
内
閣
府
な
ど
が
主
唱
す
る
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
南
あ
わ
じ
市
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
、
関
係

機
関
・
団
体
が
連
携
し
、
非
行
防
止
の
た
め
の
諸
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

じ
警
察
署
か
ら
は
、「
他
の
お
客

さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と

を
気
づ
く
よ
う
、
意
思
表
示
す
る

こ
と
が
必
要
」
な
ど
と
助
言
が
あ

り
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

非
行
少
年
の
更
生
に
取
り
組
む

保
護
司
が
中
心
と
な
っ
て
、
関
係

団
体
ら
と
と
も
に
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
呼
び

か
け
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
が
七
月
一
日
と
四
日
に
市
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
運
動
は
罪

を
犯
し
た
者
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
地
域
が
連
携
し
て
非

行
の
き
っ
か
け
を
摘
も
う
と
い
う

全
国
的
な
取
り
組
み
で
す
。
参
加

者
は
量
販
店
等
で
、
チ
ラ
シ
や
啓

発
用
品
な
ど
を
配
り
な
が
ら
非
行

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

市
民
の
結
束
を
誓
う

青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

　

家
庭
や
地
域
社
会
、
学
校
、
行

政
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
役
割

を
自
覚
し
、
連
携
を
図
り
な
が

ら
共
通
の
目
標
・
方
針
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
合

う
「
南
あ
わ
じ
市
青
少
年
健
全
育

成
市
民
会
議
」
が
七
月
十
二
日
、

西
淡
公
民
館
で
行
わ
れ
、
関
係
者

四
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
北
口
勝
啓
さ
ん
か
ら

補
導
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
員

ら
に
よ
る
夜
回
り

　

長
期
間
学
校
を
離
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
地
域
の
中
で
過
ご
す
夏
休

み
。
様
々
な
誘
惑
に
駆
ら
れ
、
犯

罪
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

犯
罪
を
犯
し
た
り
し
な
い
よ
う
、

市
青
少
年
補
導
委
員
や
保
護
司
、

学
校
の
教
員
ら
が
夜
間
、
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
り
そ
う
な
場
所
を
巡

回
し
、
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

七
月
十
一
日
、
市
中
央
商
友
会

納
涼
祭
で
は
、
市
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

愛
護
部
の
役
員
ら
七
人
が
腕
章
を

つ
け
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
目
を
配
り
、
声
を
か
け

ま
し
た
。

　

七
月
二
十
四
日
に
は
、
市
青
少

年
補
導
委
員
や
防
犯
協
会
支
部

長
、
学
校
の
教
員
、
警
察
署
員
ら

も
「
一
斉
補
導
」
を
実
施
。
こ
れ

を
皮
切
り
に
各
地
で
夏
休
み
期
間

中
、街
頭
補
導
を
続
け
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
店
長
ら
も
対
策

　

深
夜
経
営
を
営
む
市
内
の
全
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
長
ら

で
組
織
す
る
「
南
あ
わ
じ
深
夜

ス
ー
パ
ー
防
犯
対
策
協
議
会
」
が

七
月
七
日
、
南
あ
わ
じ
警
察
署
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
平
成
十
二
年
に
設
立
、

毎
年
定
期
的
に
防
犯
等
に
関
す
る

情
報
交
換
や
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
深
夜
の
駐

車
場
が
二
十
歳
前
後
の
青
少
年
の

た
ま
り
場
と
な
っ
て
い
る
現
状
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
南
あ
わ

▲夏祭りで子どもたちを見守るＰＴＡ役員ら（市）

豆
知
識

非
行
と
は
？

　

道
義
に
は
ず
れ
た
行
為
。
不
正

行
為
。 

青
少
年
の
社
会
の
決
ま
り

な
ど
に
そ
む
く
行
為
。
法
律
違
反

お
よ
び
そ
の
潜
在
的
可
能
性
を
も

つ
行
動
。

非
行
の
前
兆
行
動
（
サ
イ
ン
）

　

非
行
に
走
る
少
年
た
ち
は
、
誰

か
に
自
分
の
犯
罪
を
止
め
て
も
ら

い
た
い
、
自
分
の
苦
し
い
気
持
ち

を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

サ
イ
ン
を
、
本
人
が
自
覚
し
な
い

ま
ま
に
発
し
て
い
ま
す
。

少
年
に
良
い
環
境
づ
く
り

　

少
年
の
非
行
を
防
ぐ
大
切
な
こ

と
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
意
味
あ

る
他
者
へ
の
愛
着
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、

▽
親
と
の
親
和
的
な
感
情

▽
友
だ
ち
と
の
友
情

▽
地
域
の
隣
人
た
ち
と
の
連
帯
感

　

な
ど
で
す
。
少
年
を
取
り
巻
く

人
間
関
係
の
絆
が
で
き
て
い
れ

ば
、
非
行
や
犯
罪
な
ど
が
抑
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

良
い
人
間
関
係
が
あ
れ
ば
、「
社

会
の
き
ま
り
に
外
れ
た
り
、
人
に

迷
惑
を
か
け
た
り
、
周
囲
の
人
た

ち
を
悲
し
ま
せ
た
り
、
失
望
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
の
欲
求
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
、
逸
脱
行
動
が
起
こ

る
の
を
抑
え
る
力
が
生
ま
れ
ま

す
。（
㈶
全
国
防
犯
協
会
連
合
会

「
少
年
非
行
防
止
読
本
」
等
か
ら

引
用
）

デ
ー
タ

県
下
の
少
年
非
行
の
現
状

　

全
刑
法
犯
の
約
四
割
を
少
年
非

行
が
占
め
、
凶
悪
化
、
低
年
齢
化

の
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。（
平

成
十
七
年
中
、
警
察
本
部
少
年
課

統
計
資
料
か
ら
）

「
人
と
の
出
逢
い
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
の

決
議
宣
言
で
は
、「
育
て
よ
う
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
と
思
い
や
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
①
あ
い
さ
つ
運

動
の
推
奨
②
地
域
の
環
境
浄
化
の

推
進
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
育

成
④
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
の

普
及
を
活
動
目
標
に
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
意
識
を
持
っ
て
推
進
す

る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

悩
み
事
な
ん
で
も
相
談

相
談
室
が
開
所

　

家
庭
や
学
校
な
ど
で
様
々
な
悩

み
を
抱
え
て
い
る
青
少
年
や
そ
の

保
護
者
の
た
め
に
、
南
あ
わ
じ

市
で
は
、
七
月
十
日
か
ら
西
淡
庁

舎
の
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
内
に

「
青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室
」
を

開
設
し
ま
し
た
（
二
十
一
頁
に
関

連
記
事
）。
専
門
の
相
談
員
が
秘

密
厳
守
で
様
々
な
相
談
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

▲７月に開所した青少年なんでも相談室

▲街頭で非行のない明るい社会づくりを呼び
　かける関係者

▲コンビニ店長らによる深夜スーパー防犯対策協議会

　

私
の
人
生
を
振
り
返
る
と
、
自

分
が
困
難
や
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と

き
に
親
身
に
な
っ
て
支
え
て
く
れ

る
人
が
周
り
に
い
た
お
か
げ
で
、

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
で
き
、
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
校
進
学
を
許
し
て
く
れ
な

か
っ
た
父
を
、
粘
り
強
く
説
得
し

て
く
れ
た
高
校
の
校
長
先
生
。
経

済
的
に
恵
ま
れ
た
環
境
と
は
い
え

な
か
っ
た
野
球
部
に
、
衣
服
や
道

具
類
、
食
料
の
支
援
を
し
て
く
れ

た
地
元
の
人
た
ち
。
東
京
で
夜
間

大
学
の
学
費
を
支
援
し
て
く
れ
た

淡
路
島
出
身
者
な
ど
。

　

ス
ラ
ン
プ
や
悩
み
、
壁
、
病
気

な
ど
に
直
面
し
た
と
き
こ
そ
、
周

り
の
大
人
た
ち
が
支
え
て
あ
げ
な

い
と
青
少
年
は
曲
が
っ
て
い
き
ま

す
。
時
に
は
厳
し
く
接
し
、
周
り

か
ら
力
を
加
え
る
こ
と
で
、
ま
っ

す
ぐ
に
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
南
あ
わ
じ
市
青
少
年
健
全
育
成

市
民
会
議
の
講
演
か
ら
）

【北口勝啓氏プロフィール】
　昭和 28年第 25回選抜高校野
球大会で洲本高校の投手として
初出場・初優勝を飾る。
　東京でアマチュア野球の選手、
指導者として活躍。
　現在、㈶淡路人形協会理事。

困
っ
た
と
き
に
、
周
り
が
支
え
て

北
口
勝
啓
さ
ん
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人
生
の
節
目
に
は
届
出
が
必
要

市政ひろば

5

市
政
ひ
ろ
ば
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手
続
き
が
遅
れ
る
と
万
が
一
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
や
、
亡
く
な
っ
た
場
合
に
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
取
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
被
保
険
者
の
種
別

▽
第
一
号
被
保
険
者　

自
営
業
者

や
学
生
な
ど

▽
第
二
号
被
保
険
者　

厚
生
年
金

や
共
済
組
合
の
加
入
者

▽
第
三
号
被
保
険
者　

第
二
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
（
収
入
が
一
定
額
を
超

え
な
い
人
）

明
石
社
会
保
険
事
務
所
の

出
張
年
金
相
談

▽
日
時　

８
月
４
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館
２
０
２
号
室

▽
申
込
み　

　

市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

　

地
域
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
凶

悪
事
件
か
ら
守
る
取
り
組
み
と
し

て
、
市
役
所
公
用
車
に
青
色
回
転

灯
を
装
着
し
た「
青
色
パ
ト
カ
ー
」

が
八
月
一
日
か
ら
市
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
防
犯
対
策

と
し
て
、
住
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
お
じ

さ
ん
・
お
ば
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
運

動
、
子
ど
も
を
守
る
一
一
〇
番
の

家
、
カ
ギ
か
け
運
動
な
ど
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
運
動
に
加
え
、
公
用

車
を
利
用
し
た
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
を
巡
回
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
住
民
の
不
安
を
取
り
除

き
、
事
件
防
止
と
発
生
抑
止
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

青
色
パ
ト
カ
ー
に
は
、
パ
ト

ロ
ー
ル
時
の
注
意
事
項
な
ど
の
講

習
を
受
け
た
職
員
二
人
が
乗
車
し

ま
す
。
市
役
所
五
庁
舎
か
ら
各
一

台
が
、
児
童
、
生
徒
の
下
校
時
間

に
合
わ
せ
二
時
間
程
市
内
を
巡

回
、
保
護
活
動
の
ほ
か
、
啓
発
活

動
や
道
路
の
安
全
点
検
活
動
な
ど

を
行
い
ま
す
。 

▲８月から市内を巡回する青色パトカー

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

青
色
パ
ト
カ
ー
が
市
内
を
巡
回

　

南
あ
わ
じ
市
の
最
も
基
本
的
な

将
来
計
画
で
あ
る
「
総
合
計
画
」

策
定
に
取
り
組
む
総
合
計
画
審
議

会
（
由
井
淳
裕
会
長
）
か
ら
六
月

二
十
九
日
、
政
策
体
系
案
が
中
田

勝
久
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
二
十
人
の
委
員
が
三
部
会
に

分
か
れ
て
テ
ー
マ
別
に
意
見
交
換

を
し
た
り
、
講
師
を
招
い
て
研
修

を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
六
回
に

わ
た
り
協
議
を
重
ね
十
年
後
の
市

の
将
来
像
に
つ
い
て
、
計
画
の
骨

子
と
な
る
政
策
体
系
案
を
ま
と
め

ま
し
た
。
今
後
は
、
将
来
の
め
ざ

す
べ
き
ま
ち
の
姿
の
実
現
に
向

け
、
行
政
の
使
命
と
市
民
の
役
割

な
ど
を
明
確
に
し
つ
つ
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
答
申
は
、
本
年
秋
の
予
定
。

▲中田市長（左）に中間報告書を手渡す
　由井会長と副会長

　

市
民
が
主
役
で
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
役
を
担
う
、
一
〇
〇
人
委
員

会
（
河
野
博
委
員
長
）
の
中
間

報
告
会
が
六
月
二
十
四
日
、
三
原

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

委
員
会
は
昨
年
十
二
月
に
発
足

し
、
公
募
に
よ
る
委
員
八
十
四
人

が
四
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
報
告
会

で
は
、
各
分
科
会
の
座
長
が
協
議

内
容
や
課
題
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
少
子
高
齢
化
」
で
は
、
若
者

の
雇
用
確
保
や
結
婚
に
対
す
る
意

識
改
革
、
育
児
支
援
を
訴
え
、「
安

全
と
う
る
お
い
」
で
は
、
自
主
防

災
活
動
で
の
役
割
や
減
災
対
策
を

提
案
、「
定
住
促
進
」
で
は
、
地

域
の
特
性
を
活
か
す
職
場
確
保
や

都
会
の
人
を
移
住
さ
せ
る
提
案
が

あ
り
、「
教
育
・
文
化
」
で
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
の
充
実
な
ど

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
今
後
も
分
科
会

で
意
見
を
集
約
し
、
来
年
一
月
、

中
田
市
長
に
提
言
す
る
予
定
。

▲100人委員会の中間報告会

一
〇
〇
人
委
員
会
の
中
間
報
告
会
を
開
催

四
つ
の
分
科
会
が
発
表

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

総
合
計
画
審
議
会
か
ら
の
中
間
報
告

　

兵
庫
県
と
国
際
姉
妹
提
携
を
結

ぶ
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
ア
ラ

ン
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
首
相
ら
七
人

が
七
月
一
日
、
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ

ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

同
州
が
兵
庫
県
と
の
友
好
を
記

念
し
、
親
善
大
使
と
し
て
贈
っ
た

コ
ア
ラ
の
様
子
や
園
内
の
施
設

を
、
中
田
勝
久
市
長
や
武
田
和
士

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
所
長
ら
の
案

内
も
と
、
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
同
州
か
ら
八
匹
の

コ
ア
ラ
を
譲
り
受
け
、
現
在
四
匹

が
同
園
で
飼
育
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

コ
ア
ラ
館
を
見
学
し
た
カ
ー
ペ

ン
タ
ー
首
相
は
「
コ
ア
ラ
が
健
康

で
元
気
そ
う
に
し
て
い
る
の
で
う

れ
し
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
か
ら
は
「
コ
ア
ラ
は

一
番
の
人
気
者
と
し
て
、
た
く
さ

ん
の
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
く
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▲中田市長らの案内でコアラ館を見学する西豪州首相（左）

寄
贈
し
た
コ
ア
ラ
を
見
学

西
豪
州
首
相
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
へ

　

年
金
は
三
つ
の
種
別
に
分
け
ら
れ
、
ご
本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・

転
職
、
結
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
に
は
種
別
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
、

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こんなときには届出が必要です 被保険者の種別 手続き先

学生やフリーターなど、厚生年金や共済組合に加入していな
い人が20歳になった 未加入→第１号 市の窓口

第２号被保険者に扶養されている配偶者が20歳になった 未加入→第３号 配偶者の勤務先
配偶者が就職し、第２号被保険者に扶養されるようになった 第１号→第３号 配偶者の勤務先
60歳になる前に、会社などを退職した 第２号→第１号 市の窓口
会社などを退職し、第２号被保険者である配偶者に扶養され
るようになった 第２号→第３号 配偶者の勤務先

配偶者が退職し、第２号被保険者に扶養されなくなった
第３号→第１号 市の窓口パート収入が 130万円を超えたときなど、配偶者の扶養か

ら外れるようになった

　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド

イ
ツ
大
会
の
日
本
チ
ー
ム
の
結
果

は
残
念
で
す
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
戦

か
ら
加
地
亮
選
手
が
出
場
し
、
胸

の
高
鳴
り
を
抑
え
切
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

加
地
選
手
の
活
躍
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
の
方
々
の
熱
心
な
応

援
や
歓
声
に
感
動
し
、
皆
様
の
パ

ワ
ー
を
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今

後
、
地
域
の
誇
り
と
し
て
歴
史
に

刻
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

加
地
選
手
は
幼
少
の
頃
か
ら
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
行
う
習
慣
を

身
に
付
け
、
繰
り
返
し
粘
り
強
く

練
習
に
励
ん
で
き
た
努
力
の
人
で

す
。
加
え
て
、
控
え
め
で
コ
ツ
コ

ツ
と
積
み
重
ね
、
Ｊ
１
で
出
場
機

会
が
減
っ
た
時
期
で
も
へ
こ
た
れ

る
こ
と
な
く
諦
め
ず
、
我
慢
強
く

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

毎
日
体
の
ケ
ア
に
気
を
配
り
、
常

に
ベ
ス
ト
の
体
調
を
維
持
す
る
よ

う
努
力
を
重
ね
、
豊
富
な
運
動
量

を
保
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　

彼
の
行
動
に
は
学
ぶ
こ
と
が
数

多
く
、「
日
々
の
努
力
を
積
み
重
ね

る
」「
目
的
に
向
か
っ
て
決
し
て
諦

め
な
い
」「
プ
ロ
と
し
て
の
意
識
を

持
ち
続
け
る
」
な
ど
、
存
在
そ
の

も
の
が
私
達
に
勇
気
と
希
望
を
も

た
ら
し
、
自
分
自
身
を
振
り
返
る

機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
市

民
の
皆
様
と
共
に
す
ば
ら
し
い「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
、

数
多
く
の
報
道
機
関
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
、
地
元
サ
ッ
カ
ー
協

会
や
後
援
会
を
は
じ
め
淡
路
人
形

座
な
ど
の
し
か
け
づ
く
り
に
よ

り
、
近
畿
、
全
国
に
南
あ
わ
じ
市

を
知
ら
し
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
広
報
Ｐ
Ｒ
は
、
地
域
の
工
夫

や
取
組
み
の
内
容
に
よ
り
大
き
く

取
り
上
げ
て
も
ら
え
ま
す
。
Ｔ
Ｖ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
打
つ
と
莫
大
な

費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
知
恵
を

出
す
し
か
け
づ
く
り
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
や
各
種
団
体
組
織

に
お
い
て
も
、
す
ば
ら
し
い
活
動

や
取
組
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
が
工
夫
や
し
か

け
づ
く
り
に
ご
努
力
さ
れ
る
よ
う

期
待
と
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。
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特
別
加
入
促
進
期
間

　

緑
・
南
淡
地
域
で
引
込
工
事

（
近
く
の
電
柱
か
ら
家
の
軒
下

に
ケ
ー
ブ
ル
の
線
を
引
込
む
工

事
）
を
効
率
よ
く
行
う
た
め
、

特
別
加
入
促
進
期
間
を
設
け
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
本
年
９
月
30
日
ま
で

に
加
入
予
約
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
平
成
20
年
４
月
の
本
放

送
開
始
か
ら
基
本
サ
ー
ビ
ス
使

用
料
（
月
額
１
５
７
５
円
）
を

１
年
間
免
除
す
る
制
度
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

本
加
入
申
込
書
の
送
付

　

８
月
以
降
、
予
約
申
込
み
を

さ
れ
て
い
る
方
に
市
役
所
か
ら

本
加
入
申
込
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
見
積
も
り
が
済
み
、
本
加

入
申
込
書
を
返
送
い
た
だ
い
た

方
か
ら
、
口
座
振
替
に
よ
り
加

入
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。

加
入
料
の
減
免

　

次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請

に
よ
り
加
入
料
（
２
１
０
０
０

円
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

①
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
て

い
る
世
帯
②
重
度
障
害
者
（
身

体
障
害
１
級
ま
た
は
２
級
、
知

的
障
害
A
判
定
な
ど
）
が
い
る

世
帯
で
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
世
帯
③
満
70
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
で
住
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
。

　

手
続
き
の
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
８
月
以
降
お
送
り
す
る
本

加
入
申
込
書
に
同
封
の
資
料
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

緑・南淡地区
９月30日までに申込むと
基本使用料１年間免除

　

沼
島
小
学
校
に
長
年
勤
務
し
た

元
教
諭
の
遺
族
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
六
月
十
三

日
、
児
童
や
保
護
者
に
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

寄
贈
は
、
昨
年
四
月
に
八
十
五

歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
同
校
元
教
諭

の
福
井
米
子
さ
ん
の
遺
志
に
よ
る

も
の
で
す
。
福
井
さ
ん
は
教
師
生

活
の
ほ
と
ん
ど
の
二
十
六
年
間
を

同
校
で
勤
務
し
、
退
職
後
も
沼
島

に
住
み
、
常
々
「
小
学
校
に
恩
返

し
が
し
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。

　

福
井
さ
ん
の
弟
の
前
川
秀
夫
さ

ん
（
沼
島
）
が
こ
の
遺
志
を
継
ぎ
、

同
地
区
民
生
委
員
の
安
達
豊
和
さ

ん
、
村
上
真
知
雄
校
長
ら
と
相
談

し
、
自
動
演
奏
機
能
付
き
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
と
図
書
約
七
百
冊
、
書

架
、
パ
ソ
コ
ン
関
連
機
器
な
ど

五
百
万
円
相
当
の
物
品
を
購
入
し

て
、
寄
贈
品
と
し
ま
し
た
。

　

夏
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
慶
野

松
原
海
水
浴
場
で
は
平
成
九
年
度

購
入
し
た
旧
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー

が
老
朽
化
し
、
こ
の
ほ
ど
新
た
に

自
走
式
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
随
一
の
白
砂
青
松
を
誇

る
慶
野
松
原
海
水
浴
場
は
海
岸
線

が
約
二
・
五
キ
ロ
も
あ
り
、
ゆ
っ

た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
こ
と
か
ら
毎

年
約
十
二
万
人
の
海
水
浴
客
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
広
大
な
砂
浜
を
掃

除
す
る
に
は
多
く
の
作
業
員
と
時

間
が
必
要
で
す
が
、
ビ
ー
チ
ク
リ

ー
ナ
ー
の
導
入
に
よ
り
短
時
間
で

の
清
掃
が
可
能
と
な
り
、
快
適
に

海
水
浴
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▲新たに導入したビーチクリーナー

故
福
井
米
子
先
生
の
遺
族
が
沼
島
小
に
寄
贈

初
め
て
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

慶
野
松
原
に
新
し
い
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー

▲自動演奏ピアノによる伴奏で元気よく歌う児童たち
（７月９日、沼島小学校）

　

南
あ
わ
じ
市
精
神
障
害
者
小
規

模
作
業
所
「
い
ち
ば
ん
星
」（
市

福
永
）
に
六
月
六
日
、
財
団
法
人

郵
政
福
祉
近
畿
地
方
本
部
か
ら
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
と
ロ
ッ
カ
ー
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
平
成
十
五
年
十
月
、

障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
誰
も
が

憩
え
る
地
域
交
流
サ
ロ
ン
と
し
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
品
は
、

サ
ロ
ン
に
隣
接
す
る
作
業
所
に
設

置
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
の
活
動
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

七
月
三
日
、
緑
庁
舎
の
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
に
女
性
が
訪
れ
、
窓

口
職
員
に「
余
裕
が
で
き
た
の
で
、

障
害
者
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

職
員
が
名
前
を
尋
ね
る
と
「
匿
名

で
」
と
言
い
残
し
、
現
金
二
百
万

円
を
置
き
、
慌
し
く
立
ち
去
り
ま

し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
南
あ
わ
じ

警
察
署
に
連
絡
し
事
件
性
が
無
い

こ
と
を
確
認
し
、
寄
付
と
し
て
受

理
し
ま
し
た
。

▲桂さんと石造

「
い
ち
ば
ん
星
」
へ
郵
政
福
祉
か
ら
ビ
デ
オ
寄
贈

匿
名
寄
付
２
０
０
万
円
、
障
害
者
の
た
め
に
使
っ
て

避
難
す
る
前
に
ご
確
認
を

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

　

避
難
に
は
、
台
風
や
大
雨
な
ど

で
不
安
や
危
険
を
感
じ
、
自
ら
判

断
し
て
早
め
に
避
難
す
る
自
主
避

難
や
市
か
ら
の
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
（
避
難
命
令
）
に
基
づ
く
避

難
が
あ
り
ま
す
。

自
主
避
難

　

避
難
所
の
開
設
を
希
望
す
る
場

合
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

等
の
開
設
は
自
治
会
長
ま
た
は
自

主
防
災
組
織
の
会
長
に
、
市
が
指

定
す
る
避
難
所
の
開
設
は
防
災
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
食

料
や
寝
具
、

日
用
品
等
は

用
意
し
て
お

り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

自
主
避
難
す
る
際
の
約
束
事

・
施
設
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
責

任
を
も
っ
て
移
動
す
る

・
宿
泊
に
な
り
そ
う
な
場
合
は
、

寝
具
や
食
料
な
ど
身
の
回
り

の
必
要
な
も
の
を
持
参
す
る

・
管
理
者
の
指
示
に
必
ず
従
う

・
ペ
ッ
ト
の
連
れ
込
み
を
し
な
い

・
後
片
付
け
を
す
る

避
難
勧
告
・
避
難
指
示

　

市
が
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
を

出
し
た
場
合
、
指
定
の
避
難
所
を

開
設
し
ま
す
。指
定
の
避
難
所
は
、

「
南
あ
わ
じ
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
記
載
し
て
い
ま
す
。
ご
確
認
の

う
え
日
頃
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
避
難
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
地
域
や
企
業
で
指
導

に
あ
た
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
図
る
た
め
、
養
成
講
座
へ
の
受

講
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
（
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
、
事
業
所
等
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
は
優
先
補
助
）

▽
内
容　

県
が
実
施
す
る
①
ひ
ょ

う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
座
（
全

12
回
）
②
防
災
士
研
修
セ
ン
タ

ー
防
災
士
研
修
講
座
（
全
３

回
）
の
参
加
経
費
（
旅
費
、
宿

泊
費
を
含
む
）
の
半
額
を
補

助
。
上
限
５
万
円

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６
。
８

月
末
ま
で

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
受
講
に
助
成

　

心
筋
梗
塞
や
不
整
脈
な
ど
の
心

疾
患
に
よ
り
突
然
に
心
臓
が
止

ま
っ
た
傷
病
者
の
命
を
救
う
た
め

に
は
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
心
肺
蘇
生
を
行
う

と
と
も
に
、心
臓
へ
の
除
細
動（
電

気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
速
や
か
に
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
消
防
団
活
性
化
事
業

に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
五
台
購

入
し
、
各
庁
舎
に
一
台
ず
つ
配
備

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
機
器
の
配
備
前
に
は
市

職
員
や
地
元
消
防
団
員
ら
が
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
の
救
急

救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝

く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
い
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
を
受
け

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
５
庁
舎
に
設
置

▲ＡＥＤを使った救急救命講習
　（福良地区消防団員）

　

彫
刻
家
の
桂
修
さ
ん
（
福
良
）

か
ら
「
南
あ
わ
じ
市
市
制
発
足
記

念
」
に
と
、
こ
の
ほ
ど
南
淡
図
書

館
に
石
造
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

桂
修
さ
ん
が
南
淡
図

書
館
へ
石
造
を
寄
贈

　８月は「道路ふれあい月間」で
す。道路はみんなのものです。ルー
ルを守って正しく使いましょう。
　ゴミ、空き缶のポイ捨て、無断
の貼り紙、はみ出し看板の設置は
やめましょう。
国土交通省　兵庫県県土整備部　南あわじ市
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らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

2006.8.1発行

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　市長公室☎43-5002
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業
の
ご
案
内

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
19
年

４
月
採
用
予
定
職
員
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

▽
職
種　

一
般
行
政
職（
初
級
職
）

▽
採
用
予
定
人
員　

６
名
程
度

（
内
、
身
体
障
害
者
若
干
名
）。

た
だ
し
採
用
人
員
は
障
害
者

枠
を
含
め
、
成
績
等
に
よ
り
変

更
し
ま
す

▽
受
験
資
格　

平
成
19
年
３
月
に

高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

人
、
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
人
で
昭
和
56
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

　
　

身
体
障
害
者
の
場
合
は
こ
れ

に
加
え
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
①
肢
体
不
自
由
者
、

内
部
障
害
者
で
１
級
か
ら
６
級

（
そ
の
他
の
障
害
者
は
３
級
か

ら
６
級
）
ま
で
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
②
自
力

で
通
勤
が
で
き
、
か
つ
介
護
な

し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
③
通

常
の
勤
務
（
原
則
と
し
て
週
40

▽
対
象
地
域　

県
緑
条
例
「
ま
ち

の
区
域
」
等

▽
対
象
事
業　

公
園
・
空
き
地
な

ど
の
緑
化
、
自
宅
の
生
け
垣

化
、
校
園
庭
の
芝
生
化
ほ
か

▽
対
象
者　

自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
緑
化
活
動
に
取
り
組
む
団
体
等

▽
助
成
内
容　

緑
地
整
備
費
等

で
苗
木
等
の
提
供
は
百
万

円
、
土
地
改
良
を
伴
う
も
の
は

５
百
万
円
上
限
。
花
の
苗
代
及

び
維
持
管
理
経
費
等
は
対
象

外
。
詳
細
は
各
総
合
窓
口
備
付

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照

▽
申
込
方
法　

各
総
合
窓
口
備
付

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
生
活
環
境
課
へ
（
平
成

19
年
１
月
31
日
期
限
）

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

　

都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

南
あ
わ
じ
市
職
員
採
用
試
験
の
案
内

時
間
、
１
日
８
時
間
）
に
対
応

で
き
る
④
活
字
印
刷
文
に
よ
る

出
題
に
対
応
で
き
る

▽
第
１
次
試
験　

９
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
〜
、
南
淡
公
民
館
に

て
。
教
養
試
験
と
作
文
試
験
。

10
月
下
旬
に
合
格
発
表

▽
申
込
用
紙　

各
庁
舎
総
合
窓
口

（
中
央
庁
舎
は
総
務
課
）
で
配

布
。
な
お
、
郵
送
を
希
望
す
る

場
合
は
、
総
務
課
宛
て
に
返
信

用
封
筒
（
角
２
号
、
１
２
０
円

切
手
を
貼
り
、
宛
先
明
記
）
を

同
封
し
て
請
求

▽
受
付
期
間　

 

８
月
１
日
（
火
）

〜
11
日
（
金
）
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
土
日
曜
を
除
く
）            

▽
受
験
申
込　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
総
務
課
ま
で

提
出
。
身
体
障
害
者
の
方
は
身

体
障
害
者
手
帳
の
コ
ピ
ー
も

添
付
。
郵
送
の
場
合
は
封
筒
の

表
に
「
職
員
採
用
試
験
受
験
申

込
書
在
中
」
と
朱
書
し
、
必
ず

書
留
速
達
郵
便
で
送
付
、
８
月

９
日
（
水
）
ま
で
の
消
印
有
効

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１
（
〒

６
５
６
―
０
４
７
２　

南
あ
わ

じ
市
市
善
光
寺
18
番
地
27　

南

あ
わ
じ
市
役
所
中
央
庁
舎
）

　

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
で

は
、
平
成
19
年
４
月
採
用
予
定
職

員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▽
試
験
区
分　

①
消
防
Ａ
②
消
防

Ｂ
③
消
防
Ｃ

▽
試
験
職
種　

消
防
職

▽
採
用
予
定
人
員　

５
名
程
度

▽
受
験
資
格　

①
大
学
卒
業
者

（
19
年
３
月
卒
業
見
込
み
含
）、

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
。
②
短
期
大
学
・

高
専
等
卒
業
者
（
19
年
３
月
卒

業
見
込
み
含
）、
昭
和
59
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

③
高
等
学
校
卒
業
者
（
19
年
３

月
卒
業
見
込
み
含
）、
昭
和
61

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
。
ま
た
、
身
体
健
康
で

広
域
消
防
職
員
採
用
試
験
の
案
内

運
動
機
能
、
聴
力
、
言
語
に
障

害
が
な
く
、
視
力
が
両
眼
と
も

１
・
０
以
上
（
矯
正
者
は
裸
眼

で
両
眼
と
も
０
・
１
以
上
）
で
、

赤
・
青
・
黄
色
の
色
彩
が
識
別

で
き
る
者
。
普
通
自
動
車
二
輪

車
（
小
型
）
お
よ
び
普
通
自
動

車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
を

除
く
）
の
運
転
免
許
を
有
す
る

者
。
淡
路
島
に
住
所
を
有
す
る

も
し
く
は
採
用
後
島
内
に
居

住
可
能
な
者
で
い
つ
で
も
非

常
召
集
に
応
じ
ら
れ
る
者

▽
第
１
次
試
験　

９
月
17
日

（
日
）、
教
養
試
験
、
適
性
検
査
、

体
力
テ
ス
ト

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防

本
部
総
務
課
☎
24
・
０
２
７
１

（
〒
６
５
６
―
０
０
２
１　

洲

本
市
塩
屋
一
丁
目
２
番
32
号

　

淡
路
消
防
ビ
ル
３
階
）

南
淡
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
関
す
る
説
明
会

　

現
在
兵
庫
県
下
一
斉
に
、
既
存

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
南
あ
わ
じ
市
で

も
南
淡
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

検
証
し
、
見
直
し
案
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
見
直
し
案
つ
い
て

の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
22
日
（
火
）
午
後

２
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
廃
止
す
る
路
線
（
一
部
変
更
を

含
む
）　

①
福
良
賀
集
線
（
福

良
甲
）
約
７
２
０
ｍ
②
十
軒
家

線
（
福
良
乙
）　

約
90
ｍ
③
福

良
伊
加
利
線
（
福
良
甲
〜
乙
）

約
４
０
０
ｍ
④
福
良
阿
万
線

（
福
良
甲
）
約
５
３
０
ｍ

　

※
下
図
参
照

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

530

720
①

400
③

②

④

廃止する路線

市
内
局
番
は
お
間
違
え
な
く

農
業
委
員
会

選
任
委
員
の
交
代

　

市
役
所
各
庁
舎
へ
の
電
話
の
か

け
間
違
い
に
よ
り
、
特
定
の
お
宅

に
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
市

役
所
の
電
話
は
局
番
を
確
か
め
て

お
か
け
く
だ
さ
い
。

　

南
あ
わ
じ
市
農
業
委
員
会
定
例

会
が
七
月
二
十
日
に
三
原
市
民
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
あ
わ
じ
島
農

業
協
同
組
合
推
薦
に
よ
る
新
し
い

選
任
委
員
へ
の
辞
令
交
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
選
任
委
員
】

農
協
推
薦　

柏
木　
　

満
み
つ
る（
松
帆
）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　
　

問
☎
43
・
５
０
２
２

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
率
が
左
表
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
前
年
所
得
金
額
が
一
定

基
準
以
下
の
世
帯
の
場
合
、
そ
の

段
階
に
応
じ
て
均
等
割
と
平
等
割

に
７
割
、
５
割
、
２
割
軽
減
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
２
割
軽

医療分
（被保険者全員が
対象）

介護分
（被保険者のうち、
40歳から64歳まで
の方が対象）

所得割
（前年中の基準総
所得金額に応じ
て）

７．２％ １．２％

資産割
（本年度の土地、
家屋の固定資産
税に対して）

２４．０％ ５．０％

均等割
（一人につき）

26,100円 7,200円

平等割
（一世帯につき）

25,900円 4,000円

最高限度額
（最高限度額を超
えるときは最高
限度額）

530,000円 90,000円

減
に
つ
い
て
は
申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
等
控
除
の
見

直
し
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税

負
担
が
増
加
す
る
高
齢
者
に
配
慮

す
る
た
め
、
昭
和
15
年
１
月
１
日

以
前
生
ま
れ
で
平
成
17
年
度
に
公

的
年
金
等
控
除
の
適
用
が
あ
っ
た

方
は
、
国
民
健
康
保
険
税
算
定
に

お
い
て
本
年
度
は
13
万
円
、
来
年

度
は
７
万
円
の
公
的
年
金
等
特
別

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

償
却
資
産
申
告
書

　
　
　
　
　
提
出
の
お
願
い

　

構
築
物
・
機
械
等
の
事
業
用
償

却
資
産
も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

所
有
者
の
方
で
未
申
告
の
方
等

に
は
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
納
税

　

国
民
健
康
保
険
税　

２
期

　

市
・
県
民
税　

２
期

　
　

の
納
税
は
、８
月
31
日
（
木
）

　

ま
で
。
納
税
は
便
利
で
確
実
な

　

口
座
振
替
を
推
奨
し
ま
す

　

不
動
産
（
土
地
・
家
屋
）
を
売

買
や
贈
与
、
交
換
、
建
築
等
で
取

得
す
る
と
、
不
動
産
取
得
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
軽
減

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
住
宅
や
住
宅
の
敷
地
の
取
得

市
営
分
譲
住
宅
地
販
売
中

　

松
帆
西
路
団
地
、
み
ど
り
が
丘

団
地
の
販
売
価
格
が
２
月
か
ら
値

下
げ
さ
れ
、
お
買
い
求
め
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
先
着
順
で
販
売
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▽
販
売
単
価
（
１
㎡
当
た
り
）

・
松
帆
西
路
団
地　

３
万
５
千
円
〜

　

３
万
７
千
５
百
円

・
み
ど
り
が
丘
団
地　

４
万
５
千
５ 

　

百
円
〜
６
万
２
千
２
百
円

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
平
成
16

　

年
の
台
風
で
被
災
し
た
家
屋
に

　

代
わ
る
家
屋
の
取
得

問
洲
本
県
税
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
２
８　

不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
は

申
告
を
お
忘
れ
な
く

国民健康保険税率の改正内容

緑 庁 舎　 ４４－○○○○
西淡庁舎　３７－○○○○
三原庁舎　４３－○○○○
南淡庁舎　５０－○○○○
市内局番はお間違いなく
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各
種
大
会
結
果　
（
敬
称
略
）

◆
南
あ
わ
じ
市
消
防
操
法
大

会
（
７
月
２
日
、
三
原
川
河
川
公
園
）

【
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
】
①
賀
集
第

１
分
団
第
１
部
②
沼
島
第
１
分
団【
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
】
①
灘
第
２
分
団

第
２
部
②
賀
集
第
５
分
団
第
２
部

◆
淡
路
地
区
消
防
操
法
大
会

（
７
月
23
日
、
城
戸
ア
グ
リ
公
園
）

【
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
】
①
賀
集
第

１
分
団
第
１
部
【
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
】
①
灘
第
２
分
団
第
２
部

　

※
両
分
団
は
８
月
６
日
の
兵
庫
県

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
（
三
木
市
）
で

行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す

◆
兵
庫
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
高
等

学
校
選
手
権
大
会
（
６
月
25
日
、

慶
野
松
原
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
）

【
男
子
の
部
】
①
三
原
（
喜
田
梓
・
南

尚
吾
）
②
六
甲
ア
イ
（
小
松
利
光
・

仁
熊
健
太
）
③
関
学
（
阪
上
雄
紀
・

奥
長
勝
之
）、
洲
本
（
片
桐
稔
啓
・
森

川
研
斗
）【
女
子
の
部
】
①
神
戸
甲
北

（
柳
川
瀬
実
紀
・
西
村
茉
祐
）
②
志
知

（
宮
本
温
子
・
古
川
育
美
）
③
三
原
（
原

口
望
・
杉
本
弥
奈
美
）、
三
原
（
中
野

沙
也
香
・
原
田
明
美
）

◆
南
あ
わ
じ
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
市

民
大
会
（
７
月
４
日
、三
原
健
康
広
場
）

①
新
庄
Ｂ
②
新
庄
Ａ
③
塩
屋

◆
南
あ
わ
じ
市
小
学
生
相
撲

大
会
（
７
月
１
日
、
三
原
中
学
校
）

【
団
体
戦
】
▽
男
子
①
八
木
Ａ
②
八
木

Ｂ
③
福
良
Ｂ
、
北
阿
万
Ａ
▽
新
相
撲

①
八
木
Ａ
②
神
代
Ａ
③
神
代
Ｂ
、
阿

万
５
【
個
人
戦
】
▽
男
子
６
年
生
①

福
岡
翔
輝
（
八
木
）
②
山
本
哲
也
（
松

帆
）
③
三
善
竜
也
（
北
阿
万
）、
長
尾

嘉
也
（
福
良
）
▽
同
５
年
生
①
島
津

英
生
（
賀
集
）
②
波
戸
貴
希
（
松
帆
）

③
坂
本
克
幸（
北
阿
万
）、林
広
大（
灘
）

▽
同
４
年
生
以
下
①
徳
井
聖
真
（
賀

集
）
②
川
脇
和
也
（
福
良
）
③
井
上

敬
太
（
同
）、奈
良
伊
久
弥
（
八
木
）【
新

相
撲
】
▽
６
年
生
①
監
原
由
梨
佳
（
福

良
）
②
松
本
捺
美
（
阿
万
）
③
山
口

愛
梨
（
同
）、
北
川
花
帆
（
同
）
▽
同

５
年
生
①
豊
田
愛
莉
（
榎
列
）
②
岡

本
萌
乃
香
（
神
代
）
③
岡
本
愛
菜
（
同
）

堀
田
岬
（
八
木
）
▽
同
４
年
生
以
下

①
菊
井
沙
季（
八
木
）②
榎
本
彩
花（
神

代
）
③
村
上
莉
緒
（
福
良
）、
溝
端
真

　

皆
さ
ん
は
「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
」
を
ご
存
知

で
す
か
？
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電

子
掲
示
板
の
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、

も
う
ひ
と
つ
、
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

名
前
は
「B

ig　

B
ro
th
ers an

d
  

S
isters  M

o
vem
en
t

（
＝
大
き
な

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
運
動
）」
の

略
称
で
、
そ
の
名
の
と
お
り
兄
や
姉

の
よ
う
な
存
在
と
し
て
少
年
た
ち
と

接
し
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
悩
み
相

談
に
の
っ
た
り
し
て
、
非
行
防
止
の

活
動
を
行
う
、
全
国
で
約
四
千
人
が

活
動
す
る
団
体
で
す
。
淡
路
に
も
そ

ん
な
青
年
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
ま

す
。

　

今
月
は
「
青
少
年
の
非
行
防
止
」

を
特
集
し
ま
し
た
。
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
地
道
に
活
動
し
、

「
社
会
の
た
め
に
役
立
て
ば
」
と
い

う
思
い
で
努
力
さ
れ
て
い
る
方
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
る
ん
だ
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。                 

（
川
卓
）

ら

か

室

集

編

区　分 緑地区から持込み 西淡・三原・南淡地区から持込み

場　所 やまなみ苑（広田広田） 南あわじ市清掃センター（八木寺内）

業務時間
月～金曜日（8：30～ 16：30）、土曜日（8：30～
11：45）。祝祭日・日曜日は休み。

月～金曜日（8：30～ 16：30）、祝祭日（8：30～正午）、
土・日曜日は休み。

注意事項

①市指定のゴミ袋を使用して持込みをされても手数料が必要です
②家具などの粗大ゴミは、金属・ガラスなどの不燃物を取り外してから持込んでください
③必ず時間内での持込みをお願いします
④持込みに際して道路上にゴミが飛び散らないよう荷台にシート掛けなどの処置をしてください
⑤農業用資材や家屋解体物、産業廃棄物は受入れ出来ません

 生活環境課☎ 43-5024
 やまなみ苑（洲本市南あわじ市衛生事務組合）☎ 45-0534
 南あわじ市清掃センター☎ 42-1356

▲灘第２分団第２部（指揮者西山友和、１番員奥条康司、
　２番員山本文彦、３番員西口正人、４番員松下友孝）

▲賀集第１分団第１部（指揮者津国哲哉、１番員川添史朗、
　２番員中島健太郎、３番員刑部尚大）

依
（
阿
万
）

◆
西
淡
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

（
７
月
８
日
、
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

【
一
般
男
女
混
合
の
部
】
①
西
淡
ブ

ル
ー
マ
リ
ン
②
タ
ブ
レ
ッ
ト
③
Ｐ
☆

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｚ
【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】
①

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
②
チ
ョ
コ
③
奏
ブ
ル
ー

◆
西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
（
７
月
13
日
、西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
平
本
譲
平
（
湊
西
）
②
浜
利
之
（
津

井
）
③
佐
藤
静
子
（
脇
田
）

◆
緑
地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
（
７
月
２
日
、
サ
ン
ラ
イ

ズ
淡
路
体
育
館
他
）

【
男
子
の
部
】①
山
添
②
不
藤
③
徳
原
・

中
山
、
庄
田
【
女
子
の
部
】
①
市
場

②
神
道
③
川
向
、
徳
原
・
中
山

◆
南
あ
わ
じ
市
卓
球
大
会
（
７

月
２
日
、
三
原
健
康
広
場
体
育
館
）

【
団
体
戦
】
▽
１
部
①
東
浦
ク
ラ
ブ
Ａ

②
阿
波
Ｔ
Ｔ
Ｃ　

Ａ
③
フ
レ
ン
ズ
、

東
浦
ク
ラ
ブ
Ｂ
▽
２
部
①
三
原
高
校

Ａ
②
柳
高
校
Ｂ
③
ア
グ
リ
淡
路
Ｂ
▽

３
部
①
西
淡
Ｔ
Ｋ
Ｏ
②
阿
万
ク
ラ
ブ

Ａ
③
Ｍ
Ｔ
ク
ラ
ブ
【
個
人
戦
】
①
顕

谷
友
一
（
東
浦
ク
ラ
ブ
Ａ
）
②
森
孝

一（
同
）③
桐
原
一
浩（
柳
学
園
高
校
）、

岡
本
崇
嗣
（
東
浦
ク
ラ
ブ
Ａ
）

◆
ゆ
ず
る
は
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
（
７
月
２
日
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

【
一
般
男
子
・
高
校
生
の
部
】
①
大
和
・

吉
川
（
三
原
ク
ラ
ブ
・
無
名
会
）
②

井
内
・
安
藤
（
川
崎
重
工
業
）
③
筒
井
・

筒
井
（
安
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
）、
萩
谷
・

山
本
（
無
名
会
）【
一
般
女
子
・
高
校

生
の
部
】
①
池
田
・
久
保
田
（
友
珠
会
）

②
西
田
・
生
子
（
淡
路
ク
ラ
ブ
）
③
堤
・

米
田
（
三
原
ク
ラ
ブ
）、
新
家
・
波
戸

（
淡
路
ク
ラ
ブ
）

◆
兵
庫
県
軟
式
少
年
野
球
大

会
（
６
月
18
日
、
宝
塚
市
立
野
球
場

他
、
関
係
分
の
み
）

③
福
良
少
年
野
球
ク
ラ
ブ　

最
優
秀

選
手
賞　

酒
部
敦
史
（
同
）

★
こ
の
欄
へ
の
掲
載
は
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
）
ま
で

可燃ごみを焼却場へ持込むときは…

医
療
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら

―　

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健　

―

　

医
療
保
険
制
度
は
、
全
国
民
の

健
康
を
保
持
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
制
度
で
す
が
年
々
医
療
費
が

増
加
し
、
そ
の
相
互
負
担
に
不
均

衡
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
高
齢
者

の
窓
口
負
担
等
医
療
制
度
の
一
部

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

10
月
１
日
か
ら
は
、
70
歳
以
上

で
一
定
以
上
所
得
者
の
窓
口
負
担

が
２
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
該
当
と
な
る
方
に
は
、

７
月
末
ま
で
に
改
正
前
と
改
正
後

の
負
担
割
合
を
受
給
者
証
に
表
示

し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
実
施
の
税
制
改

正
に
よ
り
、
医
療
の
自
己
負
担
に

影
響
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
特

例
措
置
（
経
過
措
置
）
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
負
担
限
度
額

が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
お
よ
び
一

般
の
方
と
も
に
自
己
負
担
限
度
額

の
一
部
引
き
上
げ
、
出
産
育
児
一

時
金
お
よ
び
療
養
病
床
で
の
食
費

負
担
額
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

70歳以上の医療費負担割合と自己負担額　
平成18年 10月 1日から

　受給者証の更新は、8月 1日。9月 30日まで２か月間の負担は（　）書。
　ただし老人保健受給者は、負担割合が変更となる方のみ更新となります。

老
人
保
健
・
国
保
前
期
（
70
歳
〜
74
歳
）
高
齢
者

所得金額
　※①

収入金額　※①
負担割合

負担限度額（円）
単身 複数 外来 外来+入院

一定以上所得者
（経過措置対象外）
　※②

213万円以上 484万円以上 621万円以上
３割

（18年 9月 30
日までは2割）

44,400 80,100
※④

一定以上所得者
（年金控除等経過措
置対象者Ｈ18.8 か
ら 2年間）　※②

145万円以上
213万円未満

383万円以上
484万円未満

520万円以上
621万円未満

３割
（18年 9月 30
日までは2割）
※負担限度額は
「一般」を適用

12,000 44,400 

一　　般 145万円未満 383万円未満 520万円未満 １割 12,000 44,400 

低所得Ⅱ
（住民税経過措置対象
者と同一世帯の住民税
非課税者を含む）※③

世帯住民税非
課税（住民税
経過措置対象
者含む）

－ － １割 8,000 24,600 

低所得 I　※③ 世帯住民税非
課税

世帯員全員 80万円以下及び
老齢福祉年金者（本人住民税
経過措置対象者含む）

１割 8,000 15,000 

※①　負担割合の判定は、所得金額、収入金額の順。収入金額に該当する場合は、負担割合及び負担限度額が
　　　変更されます（要申請）。
※②　一定以上所得者の所得判定は、70歳以上（65歳以上の障害認定該当者含む）の方全員。ただし、国保
　　　前期高齢者の一定以上所得者は国保加入者の70歳以上（65歳以上の障害認定該当者含む）全員で判定。
※③　低所得Ⅰ・Ⅱの判定は、世帯員全員で判定。ただし、国保前期高齢者の低所得Ⅰ・Ⅱは国保加入者全員で判定。
※④　医療費が267,000円を超えた場合は、超えた額の１％を加算（ただし、12か月間で４回目以降は、
　　　44,400円）。
※　70歳未満で高額療養費対象の医療費があった場合は、国保前期高齢者分と合算して払い戻し対象。

70歳未満の高額療養費対象、自己負担限度額
平成18年 10月１日から

（世帯：月額）

３回目まで ４回目以降　※２

上位所得者
※１

150,000円＋医療費が
500,000円を超えた場合は、
その超えた分の１％を加算

83,400円

一　　般
80,100円＋医療費が
267,000円を超えた場合は、
その超えた分の１％を加算

44,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円
注）　高額療養費は、１か月の自己負担額が上記の金額を超えた額が対象となり、該当
　した場合は２か月後に市からお知らせします。なお、自己負担額は合計できますが、
　１医療機関（診療科ごと）の支払いが21,000円未満の場合は、対象外となります。
※１　基礎控除後の総所得金額などが670万円を超える世帯（平成18年 10月１日
　　　以降分の対象額は未定）。
※２　過去12か月間に、１つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の
　　　限度額。

その他の改正
平成18年 10月１日から

◆出産育児一時金　１児につき350,000円

◆人工透析を要する上位所得者の自己負担

　限度額　20,000円

◆療養病床に入院する場合の食費・居住費の

　負担　食 費 42,000円、居住費10,000円

（低所得者の負担）

・住民税非課税世帯　総額30,000円

・収入金額80万円以下　総額22,000円

・老齢福祉年金受給者　総額10,000円
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夏のイベント案内

楽しみ、いっぱい !!

8月 26日（土）

◆ファームパークエリア特設ステージ
10：00～　オープニング和太鼓　甍

いらか

　
12：00～　式典
13：00～　はも早喰い競争
13：30～　自動車クイズ大会
14：10～　丸太切り大会（決勝）
16：30 ～　コンサート　淡路島に縁のあるバンドの
演奏（Organix、ダブルスチール、ムラマサ☆）

◆あおぞらゾーン（駐車場）
産業展　
　南あわじグルメ街道　12：00～ 14：00
　　（鱧や素麺、玉葱等を使った特別料理。500食限定販売）
　豪華マグロ丸焼き振る舞い　16：00～
　丸太切り大会　予選受付11：30～先着100人（有料）
　自動車解体ショー、自動車らくがきコーナー
　夏休み工作教室、巨大シーソー、ＰＫストラックアウト
　建設重機体験（パワーショベル、ポンプ車、高所作業車）
　瓦の日本庭園展示、瓦粘土体験
フリーマーケット　40区画
防災フェアー
　陸上自衛隊活動展示（炊事車、災害救助活動写真等）

◆イングランドエリア湖畔ステージ
17：30～　阿波踊り

◆体験ホールヒルトップ　淡路人形浄瑠璃発表
13：00～　市小学校郷土文化部
13：20～　三原中学校郷土部

大
お お つ な

綱曳
ひ

き
　甦った永禄の大綱曳き。東西に分かれて約 4,000 人
が一斉に大綱を曳きます。終了後、餅まきもあります。
・日時　14日（月）14:00 ～ 16:30
・場所　慈眼寺前を中心に東西500ｍ　
・駐車場　福良小学校
問同実行委員会事務局（商工観光課内）☎37-3012

【お願い】会場には自家用車駐車場はありません。市民まつり専用の「連絡バス（無料）」をご利用ください。
企業団地および中山峠に臨時駐車場を設けますが、混雑が予想されるため市内からのご来場は、各庁舎、支所
等を経由する連絡バスが便利です。なお、運行経路、停留所は、8月 25日の新聞折込チラシをご覧ください。
　　　　　　　　　問同実行委員会事務局（市長公室内）☎43-5002、南あわじ市商工会☎42-4721

夏のイベント案内

▼

◆開園時間＝ 9:00 ～ 18:00   ◆入園料＝大人 800円／小人 400円  ◆電話＝ 43-2626

ひ
ま
わ
り
畑

　

（
８
月
上
旬
が
見
ご
ろ
）

夏
休
み
企
画

期間 イベント ひとこと情報
１～31日 開園時間延長 たっぷり遊ぼう！夜７時まで開園

２日 動物写生大会 写生道具持参の小学生は入園無料。10：00～ 12：00受付

６日 ダンス＆ライブ 関西ﾀﾞﾝｽﾁｰﾑによる演技、子どもの参加も。1日 2回① 11：30② 15：00
13～ 15日 大道芸 1日３回①11：00② 13：00③ 15：30
20日 サンバ 1日 2回① 11：00② 15：00
ちびっこお泊りｷｬﾝﾌﾟ（２～３日定員20人）やｻﾏｰｽｸｰﾙ（18日定員 15人）
など、夏休み恒例人気企画が盛りだくさん。（いずれも前日までに要予約）

8月 27日（日）

◆ファームパークエリア特設ステージ
10：00～　大正琴　琴伝流大正琴　琴成会
10：45～　和太鼓　志知高校　翔
11：45～　銭太鼓　市福永老人会
13：00～　和太鼓　美鼓音
14：00～　ブラスバンド演奏　広田・三原・御原・南淡中学校
16：00～　和太鼓　倭文中学校
17：15～　よさこい踊り
19：00～　阿波踊り総踊り

◆あおぞらゾーン（駐車場）
フリーマーケット　40区画
防災フェアー　
　淡路広域消防はしご車・消火器体験、救急車展示
　ビデオ上映（救急法、ＡＥＤなど）

◆イングランドエリア湖畔ステージ
13：30～　コーラス　女声アンサンブル ベルフォーレ
16：00～　阿波踊り　本場徳島の有名連13連

◆イングランドエリア全域
 9：00～ 15：00　南あわじＤ

だ

Ａ～らん・らん・らん！
　南あわじ市にちなんだクイズに答えながらエリア内
を散策し、４つのチェックポイントをクリアする。
子どもや家族連れなどどなたでも参加できます（小
学生未満は保護者同伴）。参加賞・豪華商品あり

◆体験ホールヒルトップ　淡路人形浄瑠璃発表
10：00～　市小学校郷土文化部
10：30～　福井子供会人形浄瑠璃部
11：00～　三原中学校郷土部
13：00～　南淡中学校郷土芸能部

８月26日（土）・27日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小雨決行

淡路ファームパーク イングランドの丘
　　　　　　　　　　　（２日間無料開放）

８月 13 日（日）・14 日（月）　　
　　　　　　　　　　　荒天時は順延
福良湾周辺

盆踊り（阿波踊り）
　福良地域に古くから伝わる盆踊り。自治会から、職
域から、グループから、大勢の参加者がところ狭しと
踊りあかします。
・日時　13日（日）19:00 ～　各種団体連
　  　　14日（月）19:00 ～　自治会連
・場所　東会場（ナルト薬局～明治堂）、
　        中央会場（慈眼寺～明九橋）、西会場（波止の浜）
・駐車場　福良小学校

【お詫び】当初予定していました「花火大会」は資金不足のため中止となりました。楽しみにしていた方や
関係者にはご迷惑をおかけしますが、ご理解くださいますようお願いします。

▲大綱曳き

阿
波
踊
り

な
な
い
ろ
館

至潮美台

南淡庁舎

波
戸
の
浜

慈眼寺

印は盆踊りコースです。13日・14日18時～23時まで通行禁止となります。
また、大綱曳きが行われる慈眼寺前の道路は14日13:30～14:30まで、通行禁止となります。

西
会
場

明
治
堂

泉
石
油

明
九
橋

福
原
商
店

綱曳き会場

中央会場
東会場

ナルト薬局

よ
さ
こ
い
踊
り
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わ
れ
た
兵
庫
県
ペ
タ
ン
ク
選
手

権
大
会
男
子
ト
リ
プ
ル
ス
で
優

勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

七
月
三
十
日
、
東
京
の
両
国

国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第

二
十
二
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国

大
会
」
に
、山
本
哲
也
く
ん
（
松

帆
小
六
年
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　

山
本
く
ん
は
、
五
月
五
日
に

津
名
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
淡
路

場
所
」
六
年
生
の
部
で
優
勝
を

果
た
し
、
出
場
の
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。

　

七
月
十
一
日
に
は
市
役
所
で

壮
行
会
が
行
わ
れ
、
中
田
市
長

か
ら
激
励
を
受
け
た
山
本
く
ん

は
「
一
戦
一
戦
を
大
切
に
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

大
会
前
日
に
は
相
撲
部
屋
に

宿
泊
し
、
プ
ロ
力
士
と
も
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

1415

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
市

内
各
地
で
も
楽
し
ま
れ
て
い
る

ペ
タ
ン
ク
で
サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ
Ｉ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
Ｂ
）
チ
ー
ム
（
島

田
孝
さ
ん
、
社
家
薫
さ
ん
、
榎

本
行
市
さ
ん
）
が
九
月
二
十
三

日
、
高
松
市
で
開
催
さ
れ
る
日

本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
21
え
び
す
（
市
川
富
夫
代

表
）
内
で
平
成
十
六
年
十
一
月

に
チ
ー
ム
を
結
成
。
週
二
回
、

市
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
夜
間

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
六
月

二
十
五
日
、
北
淡
中
学
校
で
行

お
め
で
と
う

淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
で
化
石
発
掘
体
験
会

化
石
発
掘
、
宝
探
し
の
よ
う
に

　

約
七
千
万
年
前（
白
亜
紀
後
期
）

の
化
石
が
眠
る
淡
路
ふ
れ
あ
い
公

園
内
の
地
層
か
ら
、
化
石
を
掘
り

出
そ
う
と
、
子
ど
も
を
対
象
に
し

た
化
石
発
掘
体
験
会
が
七
月
九

日
、
同
公
園
で
行
わ
れ
、
約
四
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
同
公
園
か
ら
一
昨

年
、
翼
竜
の
化
石
を
発
見
し
た
南

あ
わ
じ
地
学
の
会
・
代
表
の
野
田

富
士
樹
さ
ん
か
ら
「
じ
っ
く
り
石

を
眺
め
、
化
石
が
入
っ
て
い
る
か

観
察
す
る
こ
と
が
大
切
」
な
ど
、

発
掘
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
目
を
守
る
防
護
メ
ガ

ネ
を
か
け
、
ハ
ン
マ
ー
を
片
手

に
、
岩
を
コ
ツ
コ
ツ
と
叩
き
発
掘

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
宝
探
し
を
す
る
か
の
よ
う

な
表
情
を
浮
か
べ
、
根
気
よ
く
作

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
か

い
あ
っ
て
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
二

枚
貝
、
植
物
の
化
石
が
数
十
個
見

　淡路でも有数の浄瑠璃どころとして知られる、阿万と北阿万両

地区の素浄瑠璃愛好家でつくる「亀岡浄曲会」ではこのほど、素

浄瑠璃の師匠や活躍中の人々を紹介する冊子「浄瑠璃一路　阿萬

郷の先人たち」を発行しました。この冊子は、県の助成を受け千

部を作成、関係者に配布されたほか、阿万地区公民館にも備えら

れています。同会では現在、さらに調査と資料収集を進め、淡路

風浄瑠璃を録音し記録に残す活動に取り組んでいます。
▲Ａ４版37ページで87人を顔写真や功績などで紹介

亀岡浄曲会 冊子「浄瑠璃一路　阿萬郷の先人たち」を発行 

▲ハンマーで岩を砕き、化石を探す参加者

2006.8.1発行

き
ら
ら
・
ウ
イ
ン
ズ
の
夏
祭
り

夏
祭
り
で
地
域
と
交
流

サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
が

　

ペ
タ
ン
ク
全
国
大
会
出
場

　

南
あ
わ
じ
市
障
害
者
福
祉
施
設

「
き
ら
ら
」
と
「
ウ
イ
ン
ズ
」（
神

代
浦
壁
）
で
夏
祭
り
が
七
月
十
五

日
、
同
施
設
で
開
催
さ
れ
メ
ン

バ
ー
の
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
地
域
の
住
民
ら
約
五
百
人
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
は
両
施
設
を
運
営
す
る

社
会
福
祉
法
人
淡
路
島
福
祉
会
が

主
催
し
、今
回
で
六
回
目
を
迎
え
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
三
原
高
校

吹
奏
楽
部
が
夕
暮
を
背
景
に
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
演
奏
。
主
催
者
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
志
知
高
校
和
太

鼓
チ
ー
ム
「
翔
」
が
迫
力
あ
る
音

を
響
き
渡
ら
せ
、
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

同
施
設
に
通
所
す
る
メ
ン
バ
ー

の
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
、
同
法
人
職
員
ら
に
よ
る
屋
台

や
夜
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
開

設
さ
れ
、
多
彩
な
催
し
を
通
し
て

地
域
の
人
が
施
設
を
知
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

つ
か
り
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

▲祭りを盛り上げる「翔」の和太鼓演奏

山
本
哲
也
く
ん
が
、
わ
ん

ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
出
場▲山本くん ▲サンセックMIHARAの皆さん

親子で自然に親しむ里山基地で流し素麺
　子どもたちに身近な自然にふれあい、様々な体験をしてもらおうと、

ＡＧＮ西淡（武田里美代表）ら有志により、３年前から伊加利で「里

山基地づくり」が行われており、ツリーハウスや菜園づくりなどが進

められています。７月９日の流し素麺には、親子 30人が参加。基地

の隣の竹やぶから竹を切り出し、流し素麺台や器、箸を作り、それら

を使っておいしく素麺をいただきました。８月 13日（日）にも同イ

ベントを開催。申込みは武田さん（☎ 090-7553-9492）まで。
▲竹を割り流し素麺台を作る子どもたち

一
流
選
手
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
伝
え
る

V
リ
ー
グ
佐
々
木
太
一
選
手
が
や
っ
て
き
ま
し
た

　

元
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
佐
々
木
太
一
氏
を
講
師
に
招

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い

指
導
事
業
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が

六
月
二
十
四
日
、
松
帆
活
性
化
セ

ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
小

学
生
五
十
人
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
文
部
科
学
省
と
日

本
体
育
協
会
が
推
薦
す
る
、「
子

ど
も
の
体
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
一
環
と
し
て
、
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
を
講
師
に
招
き
、
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
や
全
身
を
使
っ
て
の
ボ
ー
ル

投
げ
な
ど
の
準
備
体
操
の
後
、
レ

シ
ー
ブ
の
形
、
パ
ス
の
仕
方
な
ど

一
人
ひ
と
り
が
実
技
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　

佐
々
木
選
手
か
ら
は
、「
ボ
ー

ル
に
触
れ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。
目
標
を
持
っ
て
、
元
気

よ
く
声
を
出
し
て
、
み
ん
な
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

▲佐々木選手からパスの方法を教わる子どもたち

新
旧
の
成
人
式
実
行
委
員
、
市
長
ら
が
交
流

成
人
式
の
実
現
に
向
け
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

来
年
一
月
開
催
の
南
あ
わ
じ
市

成
人
式
の
企
画
を
進
め
て
い
る
成

人
式
実
行
委
員
会
が
、
七
月
十
六

日
、
慶
野
松
原
海
水
浴
場
で
昨
年

度
の
実
行
委
員
や
市
長
・
教
育
長

ら
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
は
、
来
年
一
月

に
成
人
式
を
迎
え
る
島
内
外
在
住

の
若
者
ら
二
十
人
で
組
織
。
毎
月

定
期
的
に
集
ま
り
、
成
人
式
の
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
、
先
輩
と
な
る
昨

年
度
実
行
委
員
長
の
岸
上
直な
お
き生
さ

ん
か
ら
「
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
、「
成
人
式
実
行
委
員
長
」

の
た
す
き
を
引
継
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
互
い
の
親
睦
を
深

め
よ
う
と
、
新
旧
実
行
委
員
・
市

長
ら
が
入
り
混
じ
っ
て
の
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
や
す
い
か
割
り
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　

副
実
行
委
員
長
の
木
下
稔と
し
き基
さ

ん
は
「
集
ま
り
が
あ
れ
ば
島
外
に

い
る
人
も
帰
っ
て
き
て
く
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
い
い
式
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲交流会で先輩や市長らに自己紹介する今年度の実行委員
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法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　９日（水）13:30 ～ 16:30
　　　　24日（木）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要
高齢者の総合相談
（年金・保険相談）
◆日時　18日 ( 金 )9:30 ～ 16:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830
（法律相談）
◆日時　11・25日（金）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830
テレビ電話による交通事故相談
◆日時　９日（水）10:30 ～ 16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　15日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　28日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）

野
のぐちやすし

口泰嗣司法書士事務所☎ 26-3123
こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆助言者　県立淡路病院  心理判定主任  中谷恭子氏
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

８月の
　無料相談

伊
加
利
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
募
集

▽
勤
務
内
容　

看
護
師
業
務

▽
資
格
要
件　

看
護
師
・
准
看
護
師

の
資
格
を
有
す
る
者
で
55
歳
ま
で

の
健
康
な
方

▽
採
用
期
日　

８
月
下
旬

▽
募
集
期
限　

８
月
15
日
（
火
）

▽
勤
務
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

▽
賃
金　

時
給
１
千
３
百
円
、
交
通

費
別
途
支
給
、
労
災
保
険
加
入

▽
勤
務
場
所　

南
あ
わ
じ
市
伊
加
利

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験
等

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
、
現
在

有
す
る
資
格
の
証
明
の
写
し
・
健

康
診
断
の
写
し
を
添
付
の
う
え
、

南
あ
わ
じ
市
緑
庁
舎
内
健
康
福
祉

部
長
寿
福
祉
課
（
〒
６
５
６
―

０
１
９
２　

広
田
広
田
１
０
６
４

番
地
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員

▽
業
務　

介
護
予
防
支
援
計
画
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）
作
成
業
務

▽
期
間　

９
月
１
日
〜
平
成
19
年
３

月
31
日

▽
応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
看
護
師

（
経
験
を
有
す
る
）
の
い
ず
れ
か

の
資
格
を
有
す
る
も
の
。
ま
た
普

通
自
動
車
運
転
免
許
も
必
須

▽
募
集
人
数　

２
人

▽
賃
金　

時
給
千
３
百
円
、
交
通
費

別
途
支
給

▽
勤
務
地　

市
役
所
緑
庁
舎

▽
勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
45
分

▽
募
集
期
限　

８
月
18
日
（
金
）

▽
申
込
み　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を

明
記
の
う
え
、
南
あ
わ
じ
市
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
５
６
―

０
１
９
２ 

広
田
広
田
１
０
６
４
、

☎
44
・
３
０
０
６
）
へ
提
出

ひ
ょ
う
ご
バ
イ
オ
マ
ス
エ
コ

モ
デ
ル
へ
の
登
録

　

兵
庫
県
で
は
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
を
先
導
的
に
行
っ
て
い
る
団
体
や

民
間
企
業
等
の
取
組
を
「
ひ
ょ
う
ご

バ
イ
オ
マ
ス
ｅ
ｃ
ｏ
モ
デ
ル
」
と
し

て
登
録
し
ま
す
。
登
録
さ
れ
る
と
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
紹
介
や
国

助
成
制
度
へ
の
優
先
採
択
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

▽
応
募
締
切　

８
月
31
日
（
木
）

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
９
６

自
衛
官

▽
種
目　

①
防
衛
大
学
校
②
防
衛
医

科
大
学
校
③
看
護
学
生
④
航
空
学

生
⑤
一
般
曹
候
補
学
生
⑥
曹
候
補

士
⑦
２
等
陸
海
空
士

▽
受
付
期
間　

①
〜
③
９
月
８
日
〜

29
日
、
④
〜
⑦
８
月
１
日
〜
９
月

８
日
。
試
験
あ
り

問
自
衛
隊
淡
路
募
集
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

「
子
ど
も
の
健
康
週
間
」

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

▽
テ
ー
マ　

こ
ど
も
の
い
る
風
景

▽
応
募
規
格　

カ
ラ
ー
ま
た
は
白

黒
、
デ
ジ
カ
メ
可
、
ワ
イ
ド
４
つ

切
サ
イ
ズ
、
組
写
真
不
可
、
応
募

点
数
自
由
、
未
発
表
作
品

▽
賞　

優
秀
賞
６
点
、
佳
作
数
十
点

▽
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
ふ

り
が
な
、
性
別
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
写
真
の
題
名
と
撮
影

場
所
、
撮
影
年
月
日
を
明
記
し

た
紙
を
写
真
裏
面
に
貼
付
。
〒

６
５
０
―
８
５
６
７
、（
住
所

不
要
）、
兵
庫
県
健
康
福
祉
部

健
康
局
健
康
増
進
課
（
☎
０ 

７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１
）
ま
で

郵
送
。
９
月
８
日
必
着

市
・
県
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

　
（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
等
は
、
26
万
8
千
円
以
下
）

市
営
住
宅

▽
湊
団
地
（
湊
）　

　

１
戸
、
Ｂ
棟
２
０
５
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、

２
階
、
単
身
不
可
、
平
成
元
年
度

建
設
。
家
賃
月
額
１
万
６
千
９
百

円
〜
３
万
７
千
円

▽
賀
集
住
宅
（
賀
集
）

　

１
戸
、
３
０
６
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
３

階
、
単
身
不
可
、
昭
和
47
年
度
建

設
。
家
賃
月
額
６
千
８
百
円
〜

１
万
５
千
円

▽
さ
く
ら
台
団
地
（
賀
集
八
幡
南
）

　

１
戸
、
ぼ
た
ん
棟
３
―
１

号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
１
階
、
単
身

不
可
、
平
成
11
年
度
建
設
。
家

賃
月
額
２
万
６
千
６
百
円
〜

５
万
８
千
４
百
円
、
駐
車
場
月
額

１
台
２
千
５
百
円

◆
同
対
象
、
県
営
住
宅

▽
緑
広
田
鉄
筋
（
広
田
）
４
階
建

　

４
戸
、
２
０
４
・
３
０
１
・
４
０ 

１
・
４
０
３
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
３
人

以
上
、
昭
和
54
年
度
建
設
。
家

賃
月
額
１
万
４
千
８
百
円
〜

３
万
２
千
６
百
円

▽
緑
倭
文
鉄
筋
（
倭
文
長
田
）
４
階
建

　

１
戸
、
４
０
３
号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

３
人
以
上
、
平
成
６
年
度
建
設
。

家
賃
月
額
１
万
９
千
６
百
円
〜

４
万
３
千
円
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
有

▽
三
原
榎
列
鉄
筋
（
榎
列
松
田
）
５
階
建

　

２
戸
、
２
号
棟
２
０
４
・
５
０
２

号
、

３

Ｄ

Ｋ
、

単

身

不

可
、
昭
和
52
年
度
建
設
。
家

賃
月
額
１
万
２
千
５
百
円
〜

２
万
７
千
５
百
円

▽
西
淡
志
知
鉄
筋
（
志
知
南
）
３
階
建

　

２
戸
、
２
０
２
・
３
０
４
号
、
３

Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
昭
和
52
年
度

建
設
。
家
賃
月
額
１
万
１
千
６
百

円
〜
２
万
５
千
６
百
円

▽
南
淡
福
良
鉄
筋
（
福
良
丙
）
５
階
建

　

１
戸
、
１
０
３
号
、
３
Ｋ
、
単
身

可
、
昭
和
47
年
度
建
設
。
家
賃
月

額
９
千
百
円
〜
１
万
８
千
８
百
円

▽
南
淡
賀
集
鉄
筋
（
賀
集
立
川
瀬
）
４
階
建

　

２
戸
、
３
０
６
・
４
０
３
号
、
３

Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
昭
和
53
年
度

建
設
。
家
賃
月
額
１
万
３
千
円
〜

２
万
８
千
６
百
円

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
上
対
象
、
特

定
公
共
賃
貸
住
宅

▽
さ
く
ら
台
団
地　
（
賀
集
八
幡
南
）

　

２
戸
、
や
え
棟
１
―
２
号
、
３
―

２
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
２
階
、
単
身
不

可
、
平
成
10
年
度
建
設
。
家
賃
月

額
６
万
５
千
円
、
駐
車
場
１
台
月

額
２
千
５
百
円

◆
申
込
期
限　

８
月
15
日
（
火
）

◆
公
開
抽
選
会　

８
月
30
日
（
水
）

市
営
＝
午
前
10
時
〜
、
県
営
＝
午

前
10
時
30
分
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

さんちゃん市
◆日時　年中無休
　午前９時～午後６時
◆場所　ファームパーク
　イングランドの丘入口横
◆内容　野菜・果物・加工
　品を安値で販売
問さんちゃん市☎ 43-2882

しづおり朝市
◆日時　毎週日曜日
　午前８時～11時 30分
◆場所　倭文まちづくりの丘
　（しづおり団地上）
◆内容　野菜・果物を安値
　で販売
問朝市事務局☎46-0301

うずしお朝市
◆日時　毎月第４日曜日
　午前９時～正午
◆場所　福良漁業協同組合
　（駐車場は旧福良中学跡地）
◆内容　魚介類など。
　500円毎にスピードくじ
問福良漁協☎52 -0064

幡多の朝市
◆日時　毎週日曜日
　午前８時30分～ 11時
◆場所　営農拠点センター
　横（榎列上幡多）
◆内容　野菜などを安値で
　販売
問事務局☎42-2047

タ
ー
１
階
和
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

身
体
障
害
者
訓
練
生

▽
対
象　

身
体
に
障
害
の
あ
る
求
職

者
等

▽
募
集
科
目　

パ
ソ
コ
ン
Ｎ
Ｃ
科
、

パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
デ
ザ
イ
ン
科
、
情
報
サ
ー
ビ
ス

科
（
各
科
１
年
制
・
定
員
10
人
）

▽
募
集
期
間　

９
月
１
日
〜
10
月
13
日

▽
選
考
日
時　

10
月
19
日
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

問
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

　

☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
届
の
提
出

　

毎
年
８
月
に
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
、
受
給
資
格
の
あ

る
方
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▽
提
出
期
間　

児
童
扶
養
手
当
＝
８

月
１
日
（
火
）
〜
18
日
（
金
）、

特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
11
日

（
金
）
〜
25
日
（
金
）

▽
提
出
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆

様
へ

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
で
は
、
次
の
方
々
に
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。
①
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受

け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
②
終
戦
に

伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚

げ
者
。
該
当
す
る
方
は
、
健
康
福
祉

部
福
祉
課
（
緑
庁
舎
）
に
備
付
け
の

用
紙
で
ご
請
求
く
だ
さ
い

問
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

☎
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３

樹
木
医
を
派
遣
し
ま
す

　

県
下
の
緑
化
施
設
に
樹
木
医
を
派

遣
し
、
無
料
で
樹
木
の
維
持
管
理
方

法
に
つ
い
て
指
導
助
言
を
行
い
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

９
月
15
日

▽
派
遣
回
数　

２
回

▽
申
込
み　

㈶
淡
路
花
博
記
念

事
業
協
会
☎
０
７
９
９
・
75
・

２
１
０
０

丸
山
と
れ
た
て
日
曜
朝
市

▽
日
時　

８
月
の
毎
週
日
曜
日
午
前

８
時
〜
11
時

▽
場
所　

魚
彩
館
前
広
場

▽
内
容　

地
魚
、
花
・
野
菜
等
の
販
売

問
丸
山
漁
業
協
同
組
合
☎
39
・

０
０
０
５

慶
野
松
原
海
水
浴
場
の

美
化
活
動

▽
日
時　

８
月
16
日
（
水
）
午
前
７

時
〜
約
１
時
間

▽
場
所　

慶
野
松
原
海
水
浴
場
。
現

地
駐
車
場
集
合

▽
そ
の
他　

一
般
参
加
も
大
歓
迎
。

雨
天
中
止

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

湯
の
川
荘
の
休
館

　

８
月
14
日
（
月
）
〜
16
日
（
水
）

の
間
、
市
老
人
福
祉
福
祉
セ
ン
タ
ー

湯
の
川
荘
は
休
館
し
ま
す
。

問
湯
の
川
荘
☎
39
・
１
１
２
６

倭
文
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

▽
日
時　

８
月
13
日
（
日
）
正
午
〜

午
後
９
時

▽
場
所　

倭
文
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
。
雨
天
時
は
体
育
館

▽
内
容　

似
顔
絵
体
験
、
女
性
バ
ン

ド
演
奏
、
チ
ビ
ッ
コ
の
ど
自
慢
、

和
太
鼓
、
演
歌
、
阿
波
踊
り
、
露

店
問
倭
文
ふ
れ
あ
い
広
場
事
務
局

　

☎
46
・
０
３
０
１

ご
案
内

募　

集



まなびの扉

19 18

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●れいぞうこのなつやすみ
村上しいこ作／長谷川義史絵（PHP研究所）

夏の暑い日、冷蔵庫が壊れ
てしまった。困った家族が
調べていると、いつの間に
か冷蔵庫に、目と鼻と、でっ
かい口ができている! そし
て、「わたしも夏休みをも
らって、プールへ行ってみ
たい」そう言ったのだ…。
●ゴーン家の家訓  
　リタ・ゴーン著（集英社）

緑公民館図書室☎44-3008

●あたりまえだけどなかなか書けない文章のルール
堀内信浩著（クロスメディア・パブリッシング）

用件のみのそっけないメー
ル、丁寧すぎる文章はやめよ
う！できる人は「書く力」でア
ピールする。「正確に物事を
伝える」「相手の心をつかむ」
文章が書けるようになる本。

●出動！災害救助犬トマト
　池田まさ子作（ハート出版）

三原図書館☎43-5037

●イレギュラー
三羽省吾著（角川書店）

村が水害にあい、グラウ
ンドも使えず練習もまま
ならないニナ高校野球部。
自分の球に絶大な自信を
持つコーキは名門K高校野
球部に勝負を挑むが…。む
やみに熱い野球部青春ス
トーリー。
●ふりかけの神さま　
　令丈ヒロ子作／わたなべあや絵（佼成出版社）
西淡公民館図書室☎37-3028

●おばけとしょかん
デイヴィッド・メリング作／山口文生訳（評論社）

ある夜、ボーが魔女のお話を
読んでいると、明かりが消え
てあやしい影が！
本といっしょに空にとびだ
し、ついたところは「おばけ
としょかん」。いったいここ
は、なんなの！？

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

◆内容　児童書「つきとうばん」原画展示
◆期間　８月31日まで
◆場所　南淡図書館１階展示室

◆日時　８月１・４・８・11・15・
　　　　18・22・25日
　　　　午後２時～２時30分
◆場所　南淡図書館　２階　視聴覚室
◆入場料　無料
問南淡図書館☎53-0234

絵本作家 梅田俊作 原画展

ま
な
び
の
扉

（
土
）
午
後
１
時
30
分

◆
健
康
運
動　

８
月
12
・
26
日

（
土
）
午
後
８
時
。
飲
み
水
、

タ
オ
ル
、
上
履
き
持
参

▽
申
込
み　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６

第
２
回
南
あ
わ
じ
市

　
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

▽
日
時　

９
月
３
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
、
雨
天
９
月
10
日

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
種
目　

男
女
A
・
B
級
（
１
回

戦
勝
者
A
級
、
敗
者
B
級
）

▽
参
加
費　

千
５
百
円
（
当
日
）

▽
申
込
み　

氏
名
、
住
所
、
電
話
、

性
別
を
西
淡
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
（
☎
36
・
２
０
２
７
、
F 

36
・
２
３
１
９
）
ま
で

▽
申
込
期
限　

８
月
20
日
（
日
）

加
地
亮
選
手
応
援

　
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
観
戦
会

◆
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
杯

▽
日
時　

８
月
８
日
（
火
）
午
後

７
時
30
分
〜
、
開
場
１
時
間
前

▽
内
容　

ガ
ン
バ
大
阪
対
ジ
ェ
フ
千
葉

◆
日
本
代
表
ア
ジ
ア
杯
予
選

▽
日
時　

８
月
16
日
（
水
）
午
後

　

　この像は、護国寺（賀集八

幡）の本尊です。平安時代末の

作でヒノキ材による寄木造りで

す。両手を正しく膝の上で重ね

た法
ほっかい

界定
じょういん

印を結んでいることか

ら、胎
たいぞうかい

蔵界の大日如来であるこ

とがわかります。

　頭上にはかなり高く髪
はっけい

髻を結

んでおり、顔は眉目の彫刻も浅

く理知的で秀麗な表情を見せて

います。全体の作風は温雅で、

肩から胸、腹にかけての姿態の造形も調和がとれており、

衣
えもん

文も柔らかな曲線で表現されていることから藤原和
わよう

様の特色が

よくあらわれています。

　明治 34年８月２日に国宝に指定され、現在は国の重要文化財

に指定されています。（問生涯学習文化振興課☎ 37-3020）

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の

　
魅
力
に
迫
ろ
う

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

　

後
継
者
団
体
発
表
会

▽
日
時　

８
月
５
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

三
原
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
入
場
料　

無
料

▽
内
容　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
後

継
者
７
団
体
に
よ
る
舞
台
発

表
。
淡
路
人
形
の
写
真
・
絵
画
・

か
し
ら
の
展
示

◆
淡
路
人
形
座
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

▽
日
時　

８
月
17
・
18
・
19
・

20
・
21
・
25
・
26
・
27
日
。
午

前
10
時
55
分
〜
12
時
40
分
、
午

後
２
時
55
分
〜
４
時
40
分

▽
場
所　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館

▽
内
容　

舞
台
裏
見
学
、
人
形
教

室
、
芝
居
鑑
賞
な
ど

▽
参
加
費　

大
人
１
２
６
０
円
、

中
高
生
１
０
５
０
円
、
小
学
生

８
４
０
円
（
島
内
在
住
者
は
、

半
額
。
証
明
書
持
参
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館

　
☎
52
・
０
２
６
０

◆
淡
路
人
形
の
歴
史
講
座

　

８
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
＝
大
御
堂
、
市
村
六
之
丞
座

の
歴
史
等
＝
市
三
條
人
形
ふ

る
さ
と
館
。
８
月
21
日
（
月
）

午
後
７
時
30
分
＝
歴
史
、
語
り

物
か
ら
劇
へ
＝
三
原
公
民
館
。

８
月
22
日
（
火
）
午
後
７
時
30

分
＝
近
世
淡
路
人
形
座
の
興

行
＝
三
原
公
民
館
。
い
ず
れ
も

参
加
無
料

◆
淡
路
人
形
座
職
員
の
募
集

▽
職
種　

人
形
遣
い
（
若
干
名
）

▽
受
験
資
格　

島
内
在
住
ま
た
は

出
身
。
平
成
19
年
３
月
高
等
学

校
卒
業
見
込
、
ま
た
は
卒
業
者

で
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降 

生
ま
れ
。
経
験
不
問

◆
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会
事

務
局
（
生
涯
学
習
文
化
振
興

課
）
☎
37
・
３
０
２
０

働
く
婦
人
の
家

　
各
種
講
座
の
ご
案
内

◆
布
あ
そ
び
講
座　

８
月
11
・
25

日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
。
裁

縫
道
具
持
参

◆
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト　

８
月
19
日

木も

く

ぞ

う造
大だ

い

に

ち

に

ょ

ら

い

日
如
来
坐ざ

ぞ

う像
（
国
指
定
）

13
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●８月の図書館カレンダー

シリーズ７
時
30
分
〜
、
開
場
１
時
間
前

◆
場
所　

西
淡
公
民
館

◆
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
・
河
辺
F 

36
・ 

５
５
７
９
、
E
メ
ー
ル
：

yasuhiro.0620@
ezw
eb.ne.jp

第
27
回
天
体
観
測
会

　
流
れ
星
を
見
よ
う

▽
日
時　

８
月
12
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
10
時

▽
場
所　

神
代
小
学
校　

校
庭

▽
参
加
費　

大
人
百
円
、
子
ど
も

無
料

▽
そ
の
他　

子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
。
悪
天
候
時
は
室
内

で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
テ
ー
マ
展
示

　

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
七
段
目
一
力

茶
屋
場
の
段
。
８
月
25
日
〜

◆
淡
路
人
形
頭
展

　

三
原
木
偶
づ
く
り
講
座
生
作

品
。
８
月
１
日
〜
11
月
３
日

◆
淡
路
人
形
絵
画
展

　

淡
路
人
形
写
生
会
等
の
作
品
。

８
月
１
日
〜
10
月
20
日

◆
後
継
者
団
体
発
表
会
の
写
真
募
集

　

四
つ
切
サ
イ
ズ
、
一
人
何
点
で

も
可
。
作
品
は
返
却
し
な
い
。

締
切
り
９
月
30
日

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

　
　トレーニングルームを利用する場合、初
回のみこの講習会を受講していただきま
す
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは８月３日（木）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

８ 月 ５ 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

８ 月 ６ 日 日 10:30 ～ 14:00 ～

８月 18 日 金 13:30 ～ 18:30 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

●日本史瓦版
　歴史事件を徹底検証！
　鈴木亨編著（三修社）

※○はおやすみです 月末日

｢手作り講座｣のご案内

夏休み子どもビデオ絵本上映会

◆テーマ　｢郷土の歴史を語る｣
◆場所　南淡図書館２階視聴覚室
◆参加費　無料
◆申込み　８月10日（木）までに南淡
　図書館（☎53-0234）へ。先着70人

№ 開催日 講師 演題

1
８月27日（日）
14時～ 16時

堀部るみ子
北淡路からみた淳仁
天皇と早良親王　

2
９月 10日（日）
14時～ 16時

徳田　壽春
源平合戦と南あわ
じの伝説

3
９月 24日（日）
14時～ 16時

正井　良徳
浦壁栗原城主・島
田氏の悲話

　
　　のじぎく兵庫国体相撲競技が当
館で10月１日（日）～４日（水）
開催されます。その準備や片付け
等により、下記の期間中は休館し
ます。ご協力をお願いします。

　　大会当日は、ぜひご声援にお
越しください。

場所 休館する期間

メ イ ン

ア リ ー ナ ９月１日（金）～

10月 11日（水）サ ブ

ア リ ー ナ

トレーニング

ル ー ム

９月11日（月）～

10月 11日（水）

休館のお知らせ
～国体開催のため～

                  １      2　          3      4       5 

  6      7      8      9    1 0    1 1   1 2

1 3  1 4  1 5  1 6  1 7  1 8  1 9

2 0  2 1  2 2  2 3  2 4  2 5  2 6

2 7   2 8   2 9    3 0   ３１  

日 月 火 水 木 金 土
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平成18年７月19日までの受付分　（敬称略）
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
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生
活
リ
ズ
ム
を

 　
　
　

つ
く
ろ
う

●人　口 53,882人（前月比＋6人）
　（男）　 26,021人（前月比－9人）
　（女）　 27,861人（前月比＋15人）
●世帯数 18,151世帯（前月比＋23世帯）
　　　　　　　　　※平成18年7月1日現在

淡
路
広
域
消
防
の
指
導
で
、
子
ど
も
の
救
急
救
命
を
学
習

　
　

（
各
セ
ン
タ
ー
合
同
、
緑
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
）

　

今
、
現
代
社
会
は
人
々
の
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変

化
の
中
、
共
に
支
え
合
う
「
共
生

社
会
」
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
人
権
文
化
」
っ
て
何
？

　

日
常
生
活
の
中
で
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
す

る
こ
と
が
、

自
然
に
態
度

や
行
動
に
表

す
こ
と
が
定

着
し
た
生
活
の
有
り
様
そ
の
も
の

を
い
い
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
「
人
権
文
化
」

が
す
す
む
の
？

◆
「
あ
い
さ
つ
」
か
ら

　

人
と
人
と
の
会
話
は
「
あ
い
さ

つ
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
他
の
人

を
理
解
す
る
出
発
点
と
な
る
、
気

持
ち
の
よ
い
「
あ
い
さ
つ
」
を
し

ま
し
ょ
う
。

◆
「
共
生
の
心
」
か
ら

　

人
間
は
一
人
で
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
。
お
互
い
に
他
の
人
の
人
権

を
守
る
こ
と
が
、
自
分
の
人
権
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
共

生
の
心
」
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
「
多
様
性
の
容
認
」
か
ら

　

社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

を
も
っ
た
人
が
い
ま
す
。
そ
の
ち

が
い
を
理
解
し
、「
多
様
性
」
を

認
め
ま
し
ょ
う
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
「
人
生
を
最

高
に
生
き
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

　

子
ど
も
と
一
緒
に
夜
更
か
し
を

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、幼
年
期
の
子
ど
も
は
特
に「
よ

く
食
べ
・
よ
く
寝
て
・
よ
く
遊
ぶ
」

が
生
活
の
三
本
柱
で
す
。

　

親
た
ち
の
時
間
の
都
合
で
、
子

ど
も
を
振
り
回
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
子
ど
も
は
、
そ
の
子
な
り
の

リ
ズ
ム
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と

で
、
や
る
気
や
意
欲
、
集
中
力
、

安
定
し
た
情
緒
が
子
ど
も
の
力
を

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日

濵田　直人（北阿万）

清水　　優（松　帆）

桝井　公二（福　良）

濱野　幸次（洲本市）

武田　岳志（八　木）

古川　祥司（倭　文）

干 　朋之（潮美台）

西久保元紀（賀　集）

前川　裕輝（榎　列）

汐後　善文（阿　万）

居上　高広（福　良）

武中　優也（　灘　）

波戸　章郎（神戸市）

榎本　勝起（広島県）

野口由起子（神戸市）

山崎　令賀（松　帆）

平野　敦子（淡路市）

吉田由美枝（洲本市）

野山みどり（広島県）

坂本　江梨（　市　）

馬場可奈子（長崎県）

中園　知子（鹿児島県）

西山えり子（洲本市）

沼田　寛子（加古川市）

原田　唯美（淡路市）

松山みゆき（洲本市）

谷口　知郷（神戸市）

出口　朱美（八　木）

６月 20 日

６月 20 日

６月 23 日

６月 26 日

６月 26 日

７ 月 １ 日

７ 月 １ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 ７ 日

７月 10 日

出生

死亡

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
水口　京子

船木賢太郎

船木　和弘

長岸　次男

何川　義男

前田　熊藏

久米しづ子

山　剛志

冨崎れい子

櫻井　喜通

入谷　亀一

前田不喜子

阿那賀

志知

湊

神代

八木

灘

賀集

北阿万

湊

松帆

神代

八木

59

72

48

69

61

86

86

79

81

87

87

66

６月 19日

６月 20日

６月 20日

６月 20日

６月 20日

６月 22日

６月 22日

６月 23日

６月 24日

６月 25日

６月 25日

６月 30日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

原田　朝
あ さ ひ

陽

藤原　快
か い る

琉

谷池　姫
ひ め な

奈

池田　夢
ゆ め か

叶

小川純
じゅんのすけ

之介

小西　亮
りょうすけ

輔

齊藤　悠
は る と

斗

山本　乃
の あ

葵

新崎　結
ゆ い こ

子

阿萬田珠
み う

羽

曽根　理
り お う

央

山上　確
た し か

佳

伊藤よつ葉
ば

菅　　 心
こ は る

晴

南　　 璃
り お

緒

位高　嶺
れ ん と

仁

窪田　流
ら す た

星

池本侑
ゆ う な

羽那

細川　航
こうへい

平

清 水　　 准
じゅん

平 岡　勇
い さ む

夢

中島　充
じゅうざ

坐

馬野　真
ま お

緒

杉浦　衣
い さ き

咲

宮本　紗
さ え

英

大塚　那
な な

菜

水田　陽
ようせい

生

森　　 星
あ ま ね

音

黒岩　拓
た く ま

真

中川　拓
た く ま

磨

久保田倭
や ま と

臣

平田　桃
も も か

花

橋本　京
きょうすけ

典

女
男
女
女
男
男
男
女
女
女
男
男
女
女
女
男
男
女
男
男
男
男
女
女
女
女
男
女
男
男
男
女
男

理 敬
聖 充
一 真
博 之
鉄 平
啓 之
昌 三
哲 史
将 和
卓 路
英 雄
芳 敬
浩 二
將 胤
尚 幸
広 晃
耕 一
達 哉
拓 己
英 之
達 也
伸 二
誠

正 和
学

昭 宏
義 和
仁 伺
哲

順 博
康 民
博 英
充 司

榎列
福良
津井
八木
榎列
倭文
阿万
八木
津井
市
潮美台
榎列
榎列
北阿万
賀集
潮美台
福良
八木
八木
湊
賀集
阿万
津井
湊
神戸市
志知
八木
賀集
愛知県
北阿万
賀集
大阪府
市

６ 月 ９ 日
６月 11 日
６月 11 日
６月 15 日
６月 15 日
６月 16 日
６月 18 日
６月 18 日
６月 18 日
６月 18 日
６月 18 日
６月 22 日
６月 23 日
６月 24 日
６月 26 日
６月 26 日
６月 27 日
６月 28 日
６月 28 日
６月 28 日
６月 29 日
６月 30 日
７ 月 ２ 日
７ 月 ２ 日
７ 月 ５ 日
７ 月 ６ 日
７ 月 ７ 日
７ 月 ７ 日
７ 月 ７ 日
７ 月 ８ 日
７月 11 日
７月 13 日
７月 13 日

氏名 年齢 地区 死亡日
黒川　祐治

南　　梅子

早川冨美江

川原　八郎

八木田康郎

道上　嘉一

吉田百合子

寺岡　　勲

榎列

神代

阿万

阿万

榎列

津井

八木

沼島

70

82

97

86

85

53

68

82

７月１日

７月２日

７月３日

７月５日

７月５日

７月８日

７月９日

７月９日

氏名 年齢 地区 死亡日
石田　徳重

江本るい子

桐本　鐵郎

岸　　　弘

倉本　睦夫

豊原トシ子

山本　正二

池田つやこ

灘

賀集

松帆

福良

松帆

阿那賀

賀集

神代

68

83

92

69

58

85

85

95

７月 10日

７月 12日

７月 13日

７月 15日

７月 17日

７月 17日

７月 17日

７月 18日

　

八
月
は
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
県
民
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、「
人
権
文
化
」
が
広
く
県
民
に
定
着
す
る
よ
う
に
、
兵

庫
県
が
各
市
町
と
と
も
に
推
進
し
て
い
る
啓
発
活
動
で
す
。

８
月
は「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
県
民
運
動
」推
進
強
調
月
間

く
り
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
日
常
の
交
流
を
通
し

て
、
相
手
の
気
持
ち
や
立
場
を
理

解
し
、共
に
生
き
る
「
人
権
文
化
」

を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
春
に
発
行
し
ま
し

た
啓
発
冊
子
「
ふ
れ
あ
い
共
生
の

人
づ
く
り　

気
づ
き
タ
ウ
ン
」
は

身
近
な
人
権
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
庭
・
地
域
・

職
場
・
学
校
な
ど
で
「
人
権
の
視

点
」
か
ら
日
常
の
生
活
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
青

少
年
や
保
護
者
の
方
の
た
め
に
相

談
室
を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
相
談
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜

５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

　

F 

37
・
３
０
４
８

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

伸
ば
す
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
早
起
き
を
す
る
、

朝
食
は
し
っ
か
り
と
る
、
外
遊

び
を
た
く
さ
ん
す
る
、
昼
寝
を

す
る
、
寝
る
直
前
は
刺
激
の
強

い
も
の
は
控
え
る
、
な
ど
。

　
「
こ
の
夏
で
生
活
リ
ズ
ム
が

で
き
た
！
」
と
思
え
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
み
ど
り　

林　

薫
）

▲啓発冊子「気づきタウン」
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い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122
●健康課
☎44-3004

2006.8.1発行

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

８月 ６日（日） 高 田 育 明 医師 宮 崎 美 枝 医師
８月13日（日） 穀 内 純 江 医師 村 野 謙 一 医師
８月14日（月） 鈴 木 俊 示 医師 馬 部 樹 也 医師
８月15日（火） 富 本 喜 文 医師 福 原 正 博 医師
８月16日（水） 友 清 龍 一 郎 医師 前 田 昌 巳 医師
８月20日（日） 鈴 木 俊 示 医師 浦 瀬　　 巖 医師
８月27日（日） 富 本 喜 文 医師 大 鐘 稔 彦 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

８月の健康カレンダー

診察日 担当医師 備　考
８月 ６日（日） 平 山　　 毅 医師 　担当医は都合により変更

になることもあります。
　受診前に電話をおかけく
ださい（☎23ｰ2700）

８月13日（日） 植 村 幹 二 郎 医師
８月20日（日） 坂 口 美 奈 子 医師
８月27日（日） 田 中 一 宏 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

内容 日 曜日 時間 場所

機能訓練を必要とされ
る方を対象（要予約）

２ 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
９ 水 〃 西 淡 保 健 セ ン タ ー
14 月 〃 南淡福祉保健センター
23 水 〃 西 淡 保 健 セ ン タ ー
28 月 〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽
症糖尿病で64歳までの
方を対象（要予約）

９ 水  9:00 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
23 水  〃 緑保健福祉センター
23 水  〃 西淡保健センター
28 月  〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

２ 水   9:00 ～ 11:00 緑保健福祉センター
２ 水   〃 西淡保健センター
７ 月   〃 三原保健センター
28 月   〃 南淡福祉保健センター

介護予防相談
（血圧測定、検尿など）

３ 木  9:30 ～ 11:00 ふ く ら 荘
18 金   〃 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 ８ 火 10:00 ～ 12:00 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
ストレッチ体操 ３ 木 13:30 ～ 15:00 三 原 保 健 セ ン タ ー

エアロビクス・ダン
ベル体操（要予約）

８ 火 〃 南淡福祉保健センター
21 月 〃 緑保健福祉センター
28 月 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対
象

７ 月 13:30 ～ 15:30 三 原 保 健 セ ン タ ー
７ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
９ 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
17 木   9:30 ～ 11:00 沼 島 総 合 セ ン タ ー
21 月 13:30 ～ 15:30 三原保健センター
23 水 〃 湯 の 川 荘

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動
65歳以上の方を対
象（要予約）

８ 火
  9:30 ～ 11:30

緑保健福祉センター
13:30 ～ 15:30

22 火
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30

日 曜日 受付時間 場　　所
３ 木 14:30～16:30 南淡福祉保健センター

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成15年5月・15年11月生）

１ 火 13:30～13:45

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 16 年５月生）
４ 金 13:15～13:30

母親学級（前期） 10 木 13:30～14:00
コアラ教室 24 木   9:30～11:00

育児相談
（平成17年６月生・
平成18年１月生）

３ 木 13:30～14:30 緑保健福祉センター
21 月 〃 西淡保健センター
21 月 〃 南淡福祉保健センター
24 木 〃 三原保健センター

１歳６か月児健康診査
（平成17年１月・２月生）

８ 火 13:30～13:45 緑保健福祉センター
11 金 〃 南淡福祉保健センター
16 水 〃 三原保健センター

10か月児健康診査
（平成17年 10月生）

18 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
23 水 〃 三原保健センター
29 火 〃 西淡保 健 セ ン タ ー

４か月児健康診査
（平成18年４月生）

22 火 13:30～13:45 緑保健福祉センター
25 金 〃 南淡福祉保健センター
30 水 〃 三原 保 健 セ ン タ ー

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 10 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 17 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

夏期は血液が不足します。
ご協力をお願いします。

　歯の健康と健康の維持増進
を目的に、高齢者歯科健康ま
つりが９月２日、兵庫県歯科
医師会館（神戸市）で行われ
ます。その中で「高齢者歯科
健康診査」が実施されますの

　
「
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

生
活
習
慣
病
の
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
改
善
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
わ

か
り
や
く
す
示
す
も
の
で
す
。
個

人
の
体
力
や
年
齢
に
あ
わ
せ
て
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

作
成
は
次
の
教
室
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
運
動
教
室
」
で
作
成

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
実
施

の
「
運
動
教
室
」（
左
頁
参
照
）

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
保
健
師
の

指
導
の
も
と
、「
健
康
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

お
申
込
み
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
。

町
ぐ
る
み
健
診
受
診
者
向
け

の
教
室
で
作
成

　

今
年
度
の
町
ぐ
る
み
健
診
受
診

者
で
、
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
や
予
備
軍

と
判
定
さ
れ
た
方
な
ど
を
対
象
に

教
室
を
開
催
し
て
「
生
活
習
慣
病

予
防
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成

し
ま
す
。
詳
細
は
、
十
月
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
合
わ
せ
た
健
康
プ
ラ
ン
作
り

乳
が
ん
検
診

▽
検
診
方
法　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

に
よ
る
検
診
、
視
触
診

▽
対
象　

40
歳
以
上
（
平
成
19
年

4
月
1
日
現
在
）
の
偶
数
年
齢

の
女
性　

※
２
年
に
１
回

▽
受
診
場
所　

指
定
委
託
医
療
機

関
（
12
月
ま
で
実
施
）

▽
個
人
負
担
金　

２
千
６
百
円

子
宮
が
ん
検
診
（
頸
部
）

▽
対
象　

20
歳
以
上
（
平
成
19
年

4
月
1
日
現
在
）
の
偶
数
年
齢

の
女
性　

※
２
年
に
１
回

▽
受
診
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
町
ぐ
る
み
健
診
と
同
日
）

▽
料
金　

無
料

問
健
康
課
☎
44
・
３
０
０
４

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
等
の
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
備
群
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

放
置
し
て
い
る
と
、
生
活
の
質
の
低
下
や
命
に
か
か
わ
る
深
刻
な
問
題
を
招
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
個
人
個
人
に
応
じ
た
「
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

作
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

▲健康増進プログラムマニュアル

不
妊
専
門
総
合
相
談

　

不
妊
や
不
育
、
男
性
不
妊
に
関

す
る
悩
み
や
不
安
、
不
妊
治
療
の

情
報
提
供
な
ど
様
々
な
相
談
に
医

師
、助
産
師
が
応
じ
ま
す
。（
無
料
）

▽
電
話
相
談
（
助
産
師
）　

毎
月

第
１
・
３
・
４
土
曜
、
第
２
木
曜

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
祝
日

を
除
く
）
☎
０
７
８
・
３
６
０
・ 

１
３
８
８

▽
面
接
相
談　

助
産
師
（
毎
月

第
２
土
曜
）、
医
師
（
毎
月
第

３
・
４
水
曜
）
午
後
２
時
〜
５

時
（
祝
日
を
除
く
）。
要
予
約

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５ 

４
。
場
所
＝
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
ク
リ
ス
タ

ル
タ
ワ
ー
８
階
）

問
兵
庫
県
健
康
増
進
課

　

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１

特
定
不
妊
治
療
を
助
成

▽
対
象
治
療
法　

配
偶
者
間
の
体

外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精

▽
内
容　

１
年
度
あ
た
り
上
限

10
万
円
、
通
算
５
か
年
支
給
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
あ
り

問
南
淡
路
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
52
・
０
０
９
９

不
妊
で
お
悩
み
の
方
へ

①冷蔵庫の過信は食中毒のもと
②まな板、包丁、布巾はよく洗って乾燥を
③食事前、調理前に手洗いを

で、歯が健康な高齢者の方は
ぜひお申込ください。
◆応募資格　年齢満 65歳以上
　で、健康でよい歯の人
◆申込み　健康課☎ 44-3004
◆申込期限　８月 25日（金）

歯が健康な高齢者の方はお申込みください
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六
月
二
十
五
日
、
慶
野
松
原
で
、

国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
兼
ね

た「
第
九
回
兵
庫
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

高
等
学
校
選
手
権
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
開
始
前
か

ら
雨
が
降
り
続
く
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、
砂
ま
み
れ
に
な
り

な
が
ら
コ
ー
ト
の
上
を
駆
け
回
る

 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

広報 

▲女子の試合

 

 

国
体
推
進
室

国
体
だ
よ
り　
第
19
号

相
撲
会
場
で
の
出
店
者
募
集

選
手
た
ち
に
一
般
の
観
覧
者
か
ら

温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
男
子
は
三
原
高
校
が

連
覇
を
達
成
、
女
子
は
志
知
高
校

が
準
優
勝
す
る
な
ど
、
地
元
高
校

が
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
（
十
一

頁
に
大
会
結
果
）。

　

十
月
に
は
、
国
体
の
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
全

国
か
ら
集
ま
る
精
鋭
た
ち
の
熱
い

戦
い
を
お
見
逃
し
な
く
！

　

相
撲
競
技
の
会
場
内
で
、
全
国

か
ら
の
選
手
や
観
客
を
お
迎
え

し
、
物
品
販
売
に
よ
り
南
あ
わ
じ

市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
出
店
者
を
募
集
し

ま
す
。

▽
販
売
期
間　

十
月
一
日
（
日
）

〜
四
日
（
水
）（
四
日
間
）

▽
場
所　

文
化
体
育
館
周
辺

▽
募
集
数　

二
〇
区
画
（
二
・
四

ｍ
×
三
・
二
ｍ
の
テ
ン
ト
）

▽
出
店
料　

一
万
円
（
四
日
間
）

▽
販
売
品
目　

飲
食
品
、
郷
土
物

産
品
、
運
動
用
品
類
、
開
催
記

念
品
、
写
真
材
料
等

▽
応
募
方
法　

南
あ
わ
じ
市
商
工

会
（
本
所
・
各
支
部
）
に
備
付

の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
商
工
会
ま
た
は
国
体

推
進
室
へ
八
月
七
日
（
月
）
ま

で
に
提
出

「ふるさと資源」、「季節の健康レシピ」コーナーは国体終了時まで休みます

▲多くのボランティアにより運営されました

▲選手たちの奮闘に応援にも力が入ります ▲男子の試合
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